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産廃紛争の解決へ
「
予
防
・
調
整
」の
条
例

　

富
岡
地
区
の
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
を
巡

り
、
地
元
住
民
と
の
間
で
紛
争
が
続
い
て
い
る
問
題

を
、
再
び
他
地
区
で
も
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
犬
山

市
は
9
月
定
例
市
議
会
に
「
犬
山
市
産
業
廃
棄
物
等

関
連
施
設
の
設
置
に
係
る
紛
争
の
予
防
及
び
調
整
に

関
す
る
条
例
」
の
制
定
案
を
上
程
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
は
、
県
が
許
可
権

を
持
っ
て
い
る
た
め
、
大
規
模
な
焼
却
施
設
や
最
終

処
理
場
、
廃
石
綿
等
の
溶
融
施
設
な
ど
特
殊
な
施
設

を
除
い
て
、
市
や
関
係
地
域
の
住
民
が
事
前
に
事
業

内
容
を
把
握
で
き
な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
市
は
産
業
廃
棄
物
業
者
と
地
元
住
民
と

の
ト
ラ
ブ
ル
を
予
防
す
る
た
め
、
事
業
者
に
は
県
へ

　

こ
の
問
題
の
発
端
は
今
春
、
産

廃
業
者
が
県
へ
の
許
可
申
請
の
内

容
と
、
市
・
地
元
（
富
岡
、
丸
山

地
区
）
へ
の
説
明
が
食
い
違
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
紛
争
に
発
展
し

た
も
の
で
す
。

　

県
へ
は
「
産
業
廃
棄
物
処
分

業
・
収
集
運
搬
業
」
の
許
可
申
請

を
提
出
す
る
一
方
で
、
市
・
地
元

へ
は
「
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

建
設
」
と
異
な
る
説
明
を
し
て
い

ま
し
た
。
付
近
に
は
市
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
保
育
園
、
県
営
水
道
の

施
設
が
あ
る
た
め
、
真
相
を
知
っ

の
許
可
申
請
前
に
事
業
計
画
を
公
開
し
、
住
民
説
明

会
を
開
く
義
務
を
課
し
て
、
住
民
の
理
解
を
求
め
る

こ
と
に
し
、
さ
ら
に
市
が
両
者
間
の
意
見
調
整
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
安
全
な
産
業
公
害
対
策
を

進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

と
か
く
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
や
し
尿
処
理
場
な

ど
「
迷
惑
施
設
」
は
、
地
元
住
民
に
と
っ
て
歓
迎
さ

れ
ざ
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
と
は
裏
腹
に
ご
み
が
大

量
に
出
る
現
代
文
明
社
会
に
と
っ
て
は
「
産
廃
施
設

や
し
尿
処
理
場
な
ど
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
」
で

あ
り
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
両
者
の
合
意
点

を
ど
こ
に
置
く
か
は
大
変
難
し
く
決
し
て
無
関
心
で

い
ら
れ
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
会
で
可
決
、
来
年
1
月
か
ら
施
行

特 別 展  「 城 主 の 装 い」
税 制 改 正 の お 知 ら せ （ 3ページ）

（ 5ページ）

今
後
の



た
地
元
で
は
「
環
境
が
汚
染
さ
れ

る
ほ
か
、
交
通
公
害
の
心
配
も
あ

る
」
と
、
今
も
不
安
視
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
問
題
を
心
配
し
た
市
は

「
今
の
う
ち
に
有
効
な
対
策
を

打
っ
て
お
か
な
い
と
、
第
2
、
第

3
の
産
廃
問
題
が
起
き
、
歴
史
・

文
化
や
自
然
の
豊
か
な
犬
山
市
の

イ
メ
ー
ジ
が
損
な
わ
れ
る
」
と
、

9
月
議
会
に
「
犬
山
市
産
業
廃
棄

物
等
関
連
施
設
の
設
置
に
係
る
紛

争
の
予
防
及
び
調
整
に
関
す
る
条

例
」
の
制
定
案
を
上
程
し
た
も
の

で
す
。

　

条
例
の
趣
旨
は
「
産
業
廃
棄
物

等
関
連
施
設
の
設
置
に
あ
た
り
、

事
業
者
に
は
許
可
申
請
前
に
事
業

計
画
を
公
開
し
、
住
民
説
明
会
開

催
等
の
義
務
を
課
し
て
、
市
は
事

業
者
と
住
民
と
の
間
の
意
見
調
整

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
間

に
お
け
る
紛
争
の
予
防
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
」
で
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
産
業
廃
棄
物

処
理
業
者
か
ら
市
や
地
元
住
民
に

対
す
る
十
分
な
説
明
が
な
い
ま

ま
、
市
内
に
廃
棄
物
処
理
施
設
が

容
易
に
造
ら
れ
た
た
め
、
事
前
に

建
設
計
画
を
把
握
し
、
住
民
の
理

解
の
下
で
の
産
業
廃
棄
物
処
理
業

者
の
進
出
と
な
る
よ
う
な
条
例
が

必
要
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
産
業
廃

棄
物
等
関
連
施
設
の
設
置
に
あ

た
っ
て
事
業
計
画
の
事
前
公
開
、

説
明
会
の
開
催
、
住
民
の
意
向
反

映
、
環
境
保
全
協
定
の
締
結
、
紛

争
の
あ
っ
せ
ん
等
に
つ
い
て
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
と
住
民

と
の
間
の
紛
争
の
予
防
と
調
整
を

図
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
の
施
行
に
よ
り
、
規

模
の
小
さ
い
産
業
廃
棄
物
等
関
連

施
設
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
事
業

者
の
説
明
会
の
開
催
等
を
義
務
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
事
業
者
と
施
設
の
設
置
場
所

の
関
係
住
民
と
の
紛
争
を
未
然
に

予
防
で
き
、
適
正
な
施
設
の
適
正

な
立
地
に
対
し
て
、
関
係
住
民
等

と
の
間
で
円
滑
な
合
意
形
成
が
図

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
条
例
の
施
行
は
来
年
1
月

か
ら
で
す
。　

（
文
責
・
山
田
）

富
岡
の
施
設
設
置
の
経
過
を
踏
ま
え

事業者へ 　　　　　　　　

計画書の公開と　
住民説明会の開催

条
例
の
主
な
内
容

　

第
1
条　

こ
の
条
例
は
、
産
業

廃
棄
物
等
関
連
施
設
の
設
置
に
係

る
計
画
の
事
前
公
開
等
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
産
業
廃
棄
物
等
関
連
施
設
の

設
置
に
係
る
紛
争
の
予
防
及
び
調

整
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

第
3
条　

市
は
、
紛
争
の
予
防

に
努
め
る
と
と
も
に
、
紛
争
が
生

じ
た
と
き
は
、
迅
速
か
つ
適
正
に

調
整
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　

第
4
条　

事
業
者
は
、
産
業
廃

棄
物
等
関
連
施
設
の
設
置
に
あ

た
っ
て
は
、
関
係
地
域
の
環
境
の

保
全
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
関
係
住
民
と
の
良
好
な
関
係

を
保
ち
、
紛
争
を
未
然
に
防
止
す

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

2　

事
業
者
及
び
関
係
住
民

は
、
相
互
の
立
場
を
尊
重
し
、
紛

争
が
生
じ
た
と
き
は
、
自
主
的
に

解
決
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も

に
、
紛
争
の
予
防
及
び
調
整
に
関

し
て
市
が
行
う
施
策
に
協
力
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
5
条　

事
業
者
は
、
規
則
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
産
業
廃

棄
物
等
関
連
施
設
の
設
置
に
係
る

計
画
（
以
下
「
事
業
計
画
」
と
い

う
）
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
事
業
計
画
書
を
市

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
1
） 

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

代
表
者
の
氏
名

（
2
） 

産
業
廃
棄
物
等
関
連
施
設

の
設
置
の
場
所

（
3
） 

産
業
廃
棄
物
を
処
理
す
る

産
業
廃
棄
物
等
関
連
施
設
に
あ
っ

て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

　

産
業
廃
棄
物
等
関
連
施
設
の
種

類
、
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種

類
、
処
理
能
力
、
位
置
・
構
造
等

の
設
置
に
関
す
る
計
画
。（
略
）

　

第
9
条　

事
業
者
は
、
正
当
な

理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
関
係

地
域
内
に
お
い
て
説
明
会
を
開
催

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
略
）

　

第
17
条　

事
業
者
又
は
関
係
住

民
は
、
紛
争
が
自
主
的
な
解
決
に

至
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
規
則
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
長
に

あ
っ
せ
ん
の
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

3　

市
長
は
、
当
事
者
間
の

あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
双
方
の
主
張

の
要
点
を
確
か
め
、
紛
争
が
解
決

さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

※
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照

税制改正のお知らせ
平成28年度の市民税・県民税より、下記のとおり税制改正が行われます。
■個人住民税における公的年金からの特別徴収制度の見直し（平成28年10月以降から適用）
①仮徴収税額の算定方法の見直し
　 　年間の徴収税額の平準化を図るため、仮徴収税額が「前年度分の特別徴収税額（年税額）の 2 分の 1

に相当する額」となります。
○公的年金からの特別徴収税額の計算方法

仮徴収 本徴収
4 月 6 月 8 月 10月 12月 翌年 2 月

現行 前年度分の本徴収額÷ 3 （年税額－仮徴収額）÷ 3
改正 （前年度分の年税額× 1 ／ 2 ）÷ 3 （年税額－仮徴収額）÷ 3

②転出・税額変更があった場合の特別徴収継続の見直し
　 　市が年金保険者に対して特別徴収税額を通知した後に特別徴収税額が変更された場合や賦課期日後に

犬山市外に転出した場合においても、一定の要件の下、特別徴収を継続します。
■「ふるさと納税」に係る改正
①特例控除額の拡充（平成28年度課税分から適用）
　 　ふるさと納税をした場合に適用される特例控除額の控除限度額が、個人住民税所得割額の 2 割（現行

1 割）に引き上げられます。
②「ふるさと納税ワンストップ特例制度」の創設　（平成27年4月1日以後に行われる寄附について適用）
　 　確定申告が不要な給与所得者等の方が、寄附した団体が 5 団体以内の場合、ふるさと納税先団体に特例の

申請をすることにより寄附金控除が受けられる「ふるさと納税ワンストップ特例制度」が創設されました。
　※ 5 団体を超える自治体にふるさと納税を行った方や、ふるさと納税の有無にかかわらず確定申告を行う方がふるさ

と納税についての控除を受けるためには、これまで同様に確定申告を行う必要があります。
　※ 平成27年 1 月 1 日から 3 月31日までの間で行われた寄附分について控除を受ける場合は、全ての寄附金について確

定申告が必要になります。
　※ ふるさと納税ワンストップ特例の適用を受ける方は、所得税からの控除は発生せず、ふるさと納税を行った翌年 6

月以降に支払う市民税・県民税の減額という形で控除が行われます。

市　税　だ　よ　り
■税を考える週間　11月11日㊌〜17日㊋
　 　「税を考える週間」は、生活に深い関わりを持っている税について、そのしくみや使われ方など多くの

皆さんに正しく理解してもらうために設けられています。この期間を中心に、税務行政にかかわる様々
な取り組みが行われます。

○税の作品展
　▼とき　11月11日㊌〜17日㊋　▼ところ　市役所 1 階　市民プラザ
　▼展示作品　税をテーマにした市内小学生の習字　▼問合せ先　税務課庶務グループ（☎44・0315）
■無料税務相談
　▼ところ　小牧市中央 1 丁目346番地　木津用水会館 2 F　東海税理士会小牧支部事務局
　▼とき　毎週月曜・水曜日（休日を除く）　午前10時〜午後 4 時まで　（通年開催）
　※「税を考える週間」には11月11日㊌、14日㊏、15日㊐、16日㊊の 4 日間開催します。（原則予約制）
　▼問合せ先　東海税理士会小牧支部　☎72・9712　ホームページ http：//www.toukaizei-komaki.jp/
■所得税の青色申告決算等説明会及び年末調整等説明会

種　類 と　き と　こ　ろ 対　象　者
所得税の青色申告

決算等説明会
11月17日（火）　10：00〜12：00 小牧市市民会館 個人の方で、青色申告

されている方11月19日（木）　10：00〜12：00 春日井市東部市民センター

年末調整等説明会 11月17日（火）　13：15〜15：15 小牧市市民会館 個人及び法人の源泉徴
収義務者の方11月19日（木）　13：15〜15：15 春日井市東部市民センター

▼問合せ先　小牧税務署　青色申告決算等説明会担当（☎72・2113）
　　　　　　　　　　　　年末調整等説明会担当（☎72・2116）
　青色申告決算書等用紙は国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）からダウンロードすることもで
きます。
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※掲載団体の責任と費用で編集した紙面です※掲載団体の責任と費用で編集した紙面です

第16
回

犬山市民音楽祭
と　き： 2015年11月22日（日）

ところ： 犬山市南部公民館講堂
　　　　　　　　開場11：30　開演12：00

主催：犬山市・犬山市教育委員会
　　　　　NPO法人犬山音楽文化協会

犬山に在住、あるいは犬山に拠点を置いて活動する音楽団体・
グループおよび個人が、日頃の活動の成果を披露します。
身近な地元の音楽愛好家の生の演奏にふれる機会です。
多くの皆様お誘いあわせの上、ご来場いただきますよう、こころ
よりお待ちしています。

入場料：　無　　　料
　　　　　　　　　（全自由席）

出演者と演奏種目 （順不同）

楽器演奏の部

カンマーアンサンブル犬山  (弦楽合奏）

マンドリンアンサンブル 「四季」  （マンドリン合奏）

大 山 奈 桜 （ヴァイオリン独奏）

ローズウッド （マリンバ アンサンブル）

サンポジティブ （ギター合奏）

皆さんのご友人や、ご近所の方が出演されて
いるかもしれません。
どうぞ、ご来場の上、秋の一日を美しく楽しい
音楽でお過ごしください。

声楽の部

問合せ先 犬山音楽文化協会事務局　
　　中西（℡ 0568-61-1752)
　　牛田（℡ 0568-61-5807）
犬山市民文化会館 (℡ 0568-67-2411)

Duo 夢花音（ゆめかのん） (ソプラノデュオ）
植 村 亞 矢 （ソプラノ独唱）
犬山女声合唱団  (女声合唱）
ケレメシュ コールシュ  （女声合唱）
コール・ハルモニア  （混声合唱）
犬山少年少女合唱団 （児童合唱）
犬山ゴスペルクワイヤーNOAH  （ゴスペル）
コーロ かかし （混声合唱）
ノイア・コール・アー  （混声合唱）
ギャップママ 　 （女声合唱）
新婦人コーラス （女声合唱）
コーロ・ヴィオレッタ （女声アンサンブル）

犬山市民文化会館自主事業

平成27年

袍　犬山城白帝文庫蔵

風折烏帽子　犬山城白帝文庫蔵

平緒　犬山城白帝文庫蔵

白熊毛兜　犬山城白帝文庫蔵

［開館時間］ 午前9時～午後5時　（入館は午後4時30分まで）
 ※会期中休館日なし

［入館料］ 100円／中学生以下無料

 ※犬山城下町周遊券600 円

［展示説明会］ 土・日曜・祝日　午後1時40分～

 ※11月14日［土］は他の行事と重なるため行いません

［主　催］ 公益財団法人　犬山城白帝文庫

［後　援］ 犬山市教育委員会

11月13日［金］～12月14日［月］
城とまちミュージアム（文化史料館）

城主の装い特別展

　尾張藩付家老の犬山城主成瀬家には多くの甲冑や服飾品が伝えられてき
ました。成瀬家は従五位下に叙位されており、儀式用装束は官位に応じたも
のであり、具足、馬具、陣羽織などは家格にふさわしい意匠をこらしたものに
なっています。江戸時代に犬山で花開いた城主のファッションを紹介し、あわ
せてその美意識を探るものです。

［演　題］　江戸幕府の成立と犬山城主成瀬正成
　　　　　̶取次役として活躍したその生涯̶
［講　師］　福田千鶴 氏　（九州大学教授）
［日　時］　11月14日［土］
　　　　　午後1時30分～午後3時10分　（午後1時開場）
［会　場］　犬山市福祉会館
［定　員］　200名（予約不要・先着順）　［入場料］無料
［主　催］　犬山城白帝文庫・上廣倫理財団

〈問い合わせ〉犬山城白帝文庫　☎62-4700

犬山城・上廣歴史文化フォーラム
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日本モンキーパーク　犬山市民優待入園割引券
■入園料■ おとな（中学生以上）　600円（通常1,100円）□名

こども（ 2 才以上）　　300円（通常  600円）□名
※催事館入館料別途必要

催
　し

委
員
の
紹
介

　

人
権
擁
護
委
員
に
、
梅
村
幹
雄

さ
ん
が
10
月
1
日
付
け
で
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
3
年
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
人
権
侵
害
や
差

別
、
い
じ
め
問
題
な
ど
、
人
権
に

関
す
る
悩
み
事
の
相
談
や
人
権
思

想
を
広
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
3
水
曜
日
（
午
後
1
時

〜
4
時
）
に
は
南
部
公
民
館
で
人

権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
相

談
実
施
日
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

　

4
期
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
地
域
に
貢

献
さ
れ
た
菅
原
繁
さ
ん
が
9
月
30

日
で
退
任
さ
れ
、
法
務
大
臣
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

菅
原
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
人
権

専
門
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
人
権

相
談
、
啓
発
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

▼
問
合
せ
先　

市
民
課
（
☎
44
・

0
3
0
3
）

■
第
13
回
犬
山
市

　
タ
ス
ポ
ニ
ー
大
会

　
参
加
者
募
集

▼
と
き　

11
月
15
日
㊐
午
前
9
時

〜
昼
12
時
30
分
（
受
付
午
前
8
時

30
分
）　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
中
学

校
体
育
館　

▼
対
象　

小
学
生
以

上
（
但
し
、
小
学
生
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
）　

▼
参
加
料　

一

般
5
0
0
円
、
小
学
生
2
0
0
円

（
参
加
賞
・
賞
状
・
材
料
代
・
保

険
料
等
）
大
会
当
日
受
付
へ

▼
部
門　

○
タ
ス
ポ
ニ
ー　

男
子

ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

○

ソ
フ
ト
タ
ス
ポ
ニ
ー　

男
子
ダ
ブ

ル
ス
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

小
学
生

ダ
ブ
ル
ス　

▼
定
員　

先
着

1
0
0
人　

▼
組
合
せ　

予
め
大

会
事
務
局
に
て
決
定
し
ま
す

▼
申
込
み　

申
込
用
紙
（
市
体
育

館
、
社
会
教
育
課
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
、
楽
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入
し
、

11
月
8
日
㊐
ま
で
に
犬
山
タ
ス
ポ

ニ
ー
協
会　

石
田
（
F
A
X
65
・

1
3
7
0
）
へ　

▼
問
合
せ
先　

犬
山
タ
ス
ポ
ニ
ー
協
会　

石
田

（
☎
62
・
0
0
7
９
）

■
教
育
委
員
長
に
紀
藤

氏
、
職
務
代
理
者
に

村
上
氏
を
選
任

　

9
月
15
日
㊋
に
開
催
さ
れ
た
定

例
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
紀
藤

統
一
氏
を
委
員
長
に
、
村
上
恵
美

子
氏
を
職
務
代
理
者
に
選
任
し
ま

し
た
。
な
お
、
委
員
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。

委
員
長　
　
　
　

紀
藤　

統
一

職
務
代
理
者　
　

村
上
恵
美
子

委　

員　
　
　
　

林　
　

良
忠

　
　
　
　
　
　
　

宮
田　

雅
隆

　
　
　
　
　
　
　

髙
木　

浩
行

■
人
権
擁
護
委
員
が
代
わ
り
ま
す

犬山商工会議所中小企業振興月間事業
　犬山商工会議所では、11月を中小企業振興月間と定め、
国・県の施策の普及や、年末金融相談会、創業・経営計画書
作成・消費税価格転嫁対策個別相談会、2016年に向けた景
気・市況見通しセミナーなどを開催します。
　申し込みは犬山商工会議所中小企業相談所　☎62・5233へ
年末金融相談会・創業・経営計画書作成・消費税価格転嫁対
策個別相談会
▼とき　11月 9 日㊊午後 1 時〜 4 時
▼内容　�事業資金融資、起業創業、経営計画書作成、消費税

転嫁、事業継承、税務、法律、労務雇用管理、共済、
取引、ITなど

小規模事業者のための実践的なマイナンバーの取扱い諸注意
事項説明会
▼とき　11月24日㊋午後 1 時30分〜 3 時
▼講師　税理士　前田晴世氏
2016年に向けた景気・市況見通しセミナー
▼とき　11月25日㊌午後 2 時30分〜 4 時
▼講師　東海東京調査センター 投資戦略部長　隅谷俊夫氏
※会場は犬山商工会議所会館
※詳しくは、犬山商工会議所ホームページを見てください。
▼問合せ先　犬山商工会議所（☎62・5233）

　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

桂
子

教
育
長　
　
　
　

奥
村　

英
俊

　

只
今
日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
で

は
『
出
現
！　

妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
ラ

ン
ド　

キ
ミ
も
妖
怪
と
友
だ
ち
に

な
ろ
う
！
』
を
開
催
中
！
妖
怪

い
っ
ぱ
い
の
「
不
思
議
な
日
常
」

■
歴
史
的
資
産
保
存
活

用
セ
ミ
ナ
ー
「
犬
山

東
部
の
里
山
で
、
地

域
の
自
然
と
歴
史
資

産
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
」

　

都
市
計
画
や
市
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
論
な
ど
を
専
門
に
、
全
国

を
舞
台
に
活
躍
す
る
東
京
大
学
の

西
村
幸
夫
教
授
を
講
師
に
迎
え
、

犬
山
東
部
の
自
然
と
歴
史
的
資
産

を
活
か
し
た
住
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

が
広
が
る
妖
怪
の
世
界
を
体
感
い

た
だ
け
ま
す
！

▼
と
き　

12
月
20
日
㊐
ま
で

▼
と
こ
ろ　

日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー

ク
催
事
館　

▼
料
金　

5
0
0
円（
2
才
以
上
）

※
入
園
料
は
別
途
必
要
と
な
り
ま

す
。

▼
問
合
せ
先　

日
本
モ
ン
キ
ー

パ
ー
ク
（
☎
61
・
0
8
7
0
）

▼
と
き　

12
月
6
日
㊐
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
（
予
定
）　

▼
と
こ

ろ　

市
民
健
康
館
「
さ
ら
・
さ
く

ら
」
交
流
ホ
ー
ル　

▼
定
員　

当

日
先
着
1
0
0
人
程
度　

▼
参
加

料　

無
料　

▼
問
合
せ
先　

歴
史

ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
44
・
0
3
5

４
）

■
日
本
モ
ン
キ
ー

　
パ
ー
ク

　
犬
山
市
民
特
別
優
待

■
国
登
録
有
形
文
化
財

の
特
別
公
開

　

市
内
12
か
所
の
国
登
録
有
形
文

化
財
の
特
別
公
開
が
愛
知
登
文
会

の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
普
段

公
開
さ
れ
て
い
な
い
建
物
の
公
開

や
所
有
者
・
専
門
家
等
に
よ
る
建

物
解
説
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

公
開
さ
れ
る
建
物
お
よ
び
解
説

時
間
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
愛

知
登
文
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

：//w
w
w
.a
ic
h
i-

tobunkai.org/

）
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
15
日
㊐
・
22
日
㊐　

▼
と
こ
ろ　

公
開
を
予
定
し
て
い

る
市
内
の
各
登
録
有
形
文
化
財
建

造
物　

▼
参
加
料　

無
料
（
一
部

の
建
物
は
有
料
）（
建
物
解
説
は

要
予
約
）　

▼
問
合
せ
・
予
約
先　

㈱
都
市
研
究
所
ス
ペ
ー
シ
ア
（
平

日
の
み
☎
052
・
242
・
3
2
６
2
）

　

旧
犬
山
地
区
の
登
録
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
た
住
宅
を
巡
る
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

普
段
、
見
学
で
き
な
い
文
化
財

を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

11
月
24
日
㊋
午
前
10
時

〜
（
雨
天
決
行
）　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
駅
西
口
集
合　

▼
内
容　

旧

犬
山
地
区
の
川
村
家
住
宅
、
小
島

家
住
宅
、
旧
磯
部
家
住
宅
、
堀
部

家
住
宅
な
ど
を
歩
い
て
見
学
（
予

定
）　

▼
参
加
料　

1
，
0
0
0

円　

▼
定
員　

40
人　

▼
申
込
み　

犬
山
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会

事
務
局
（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
課
）

里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

理
事
長　

赤
塚
次
郎
氏
、
現
地

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
雨
天
中
止
）　

▼
定
員　

60
人　

▼
参
加
料　

無

料　

▼
申
込
み　

11
月
2
日
㊊
か

ら
歴
史
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
44
・

0
3
5
４
）
へ

（
☎
44
・
0
3
5
４
）

※
「
平
成
27
年
文
化
遺
産
を
活
か

し
た
地
域
活
性
化
事
業
」
を
活
用

し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

■
東
之
宮
古
墳
講
演
会

　

東
之
宮
古
墳
の
魅
力
を
伝
え
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
演
会

終
了
後
に
は
、
東
之
宮
古
墳
・
妙

感
寺
古
墳
を
見
学
す
る
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
も
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
29
日
㊐
午
前
9
時

30
分
〜　

▼
と
こ
ろ　

丸
山
地
区

学
習
等
供
用
施
設　

▼
内
容　

講

演
会
『
冬
至
の
王
と
の
出
会
い
』　

講
師
＝
N
P
O
法
人
古
代
邇
波
の

『登録有形
文化財を巡る旅』
旧犬山地区の
文化財

法務大臣からの
感謝状を手にする菅原繁さん

梅村幹雄さん

村上恵美子 紀藤　統一
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有効期限：平成27年12月20日㊐まで
・犬山市民に限りご利用いただけます。
・本券1枚につき、 5 名様まで使用可
・他の割引券との併用、団体利用は不可
・コピー、転売不可、世界サル類動物園は別途入園料必要INFORMATION

★★★★★

★★★★★

■
参
加
者
募
集

　
英
語
で
お
城
を

　
見
学
し
よ
う

　
“
I
G
G
犬
山
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル

ガ
イ
ド
”
は
、
海
外
か
ら
犬
山
を

訪
れ
る
人
た
ち
に
犬
山
城
や
城
下

町
な
ど
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
活

動
の
一
端
を
紹
介
す
る
た
め
、

「
英
語
で
お
城
を
見
学
し
よ
う
」

と
い
う
催
し
を
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。
英
語
ガ
イ
ド
を
体
験
し
、
外

国
か
ら
の
お
客
さ
ま
と
接
す
る
際

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

企
画
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
7
日
㊏
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

犬
山

城
（
当
日
の
集
合
場
所
は
犬
山
城

券
売
所
前
）　

▼
定
員　

先
着
30

人　

▼
参
加
料　
5
5
0
円
（
犬

山
城
の
登
閣
料
）　

▼
申
込
み　

11
月
1
日
㊐
〜
5
日
㊍
ま
で
に
来

館
ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
で
氏
名
、
電
話
番
号
を
犬
山
国

際
交
流
協
会
（
犬
山
国
際
観
光
セ

ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ
☎
61
・
1
0
0

0
、Ｆ
Ａ
Ｘ
63
・
0
1
5
６
、メ
ー

ルiia@
grace.ocn.ne.jp

）
へ

※
来
館
・
電
話
申
込
み
は
、
平
日

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

1
0
0
人
（
小
学
1
〜
4
年
生
）・

水
ロ
ケ
ッ
ト
50
人
（
小
学
5
〜
6

年
生
）　

③
親
子
宇
宙
服
撮
影（
親

子
計
50
名
）
と
宇
宙
の
お
は
な
し　

④
地
球
の
自
然
と
災
害
を
学
ぼ
う

講
演
会　

⑤
通
学
路
点
検
と
マ
ッ

プ
作
り
（
2
〜
3
コ
ー
ス
）

▼
対
象　

犬
山
西
小
学
校
区
お
よ

び
犬
山
西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

園
児
、
小
学
生
と
保
護
者　

▼
参

加
料　

無
料　

▼
申
込
み　

10
月

末
に
犬
山
西
小
学
校
、
犬
山
西
児

童
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
上
木
こ
ど
も

未
来
園
で
配
布
の
申
込
み
チ
ラ
シ

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
左
記
の

申
込
箱
へ

犬
山
西
児
童
セ
ン
タ
ー
＝
11
月
9

日
㊊
〜
14
日
㊏
午
前
9
時
〜
午
後

5
時

犬
山
西
公
民
館
＝
11
月
15
日
㊐
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

※
通
学
路
点
検
に
参
加
さ
れ
た
生

徒
さ
ん
を
優
先
し
、
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
、
当
選
者
へ

の
連
絡
を
も
っ
て
発
表
に
変
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

稲
垣
（
☎
090
・
４

8
６
7
・
９
7
2
1
）、市
川
（
☎

090
・
8
1
3
8
・
0
６
1
４
）、

高
橋
（
☎
090
・
2
7
7
8
・
8
8

3
3
）、
岡
田
（
☎
090
・
2
1
8

5
・
９
8
６
0
）

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
助
成
金

で
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
12
日
㊏
午
後
1
時

〜
8
時　

受
付
開
始
昼
12
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
西
小
学
校
体
育

館　

▼
内
容　

①
移
動
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
と
星
空
観
察
（
親
子
計
2

0
0
人
）　

②
ロ
ケ
ッ
ト
工
作
教

室　

・
風
船
バ
ン
バ
ン
ロ
ケ
ッ
ト

青少年
健全育成助成事業
犬西フェスティバル

「地球の自然と星空教室」

　第二次世界大戦中、ドイツからの迫害に苦しむ多くのユダヤ人に対して、
外務省からの訓令に反してビザを発給し続け、およそ6000人に上る人々の命
を救った外交官・杉原千畝。戦後70年にあたる今年、杉原氏の人道的な国際
貢献の功績に思いを馳せ、杉原千畝記念館と人道の丘公園をゆっくり巡って
みませんか。
▼とき　　　12月 1 日㊋午前 9 時〜午後 3 時
▼ところ　　杉原千畝記念館・人道の丘公園
▼集合場所　犬山駅東ロータリー 8 時50分（時間厳守）
▼内容　　　施設見学・公園散策→昼食（イタリアンを予定しています）
　　　　　　※昼食は参加料に含みます　スケジュールは当日お知らせします。
▼参加料　　1,500円（協会会員　1,300円）入館料・昼食代・交通費含む
　　　　　　※つり銭の無いようにお願いします。
▼定員　　　�先着25人※第 1 回（10月 2 日開催）に参加していない人を優先

とします。
▼�申込み　　�11月11日㊌〜13日㊎まで、当協会会員は10日㊋から先行して（先

着15人までを）受け付けます。犬山国際交流協会事務局（☎
61・1000）午前 9 時から午後 5 時。一人 1 枚限り。来館のみの
受け付けとなります。

「日本のシンドラーと讃えられる杉原千畝を訪ねて」
〜杉原千畝記念館見学と人道の丘公園散策〜

好評につきもう一度！■
東
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
自
然
観
察
会

　「
本
宮
山
」
の
自
然
を

訪
ね
て

　

特
有
の
植
物
が
多
く
、「
尾
張

冨
士
」
と
の
背
く
ら
べ
で
名
高
い

「
本
宮
山
」
を
訪
ね
、
市
民
講
師

の
案
内
で
自
然
観
察
会
を
行
い
ま

す
。

▼
と
き　

11
月
29
日
㊐
午
前
9
時

15
分
〜
午
後
1
時
（
雨
天
中
止
）　

▼
集
合
場
所　

池
野
老
人
憩
の
家

午
前
9
時
15
分
集
合
（
駐
車
場
に

限
り
が
あ
る
た
め
、
自
動
車
の
乗

り
合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）　

▼
対
象　

小
学
生
以
上　

▼
参
加

料　

無
料　

▼
申
込
み　

左
記
問

合
せ
先
へ
連
絡
の
上
、
11
月
1
日

㊐
〜
22
日
㊐
ま
で
に
所
定
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
投
函
ま

た
は
郵
送
で
長
者
町
会
館
（
〒
484

−

0
0
４
1　

長
者
町
1−

1
番

地
）へ　

▼
問
合
せ
先　

田
口（
☎

070
・
1
６
2
7
・
2
６
7
7
）

講
　座

■
認
知
症
に
つ
い
て
の

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
関
す
る
基

調
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
28
日
㊏
午
後
2
時

〜
4
時
45
分
（
開
場
午
後
1
時
30

分
）　

▼
と
こ
ろ　

春
日
井
市
東

部
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

▼
内

容　

基
調
講
演
「
認
知
症
の
予
防

と
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
な

町
づ
く
り
」　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
な
町
づ
く

り
」　

▼
定
員　

3
0
0
人　

▼

参
加
料　

無
料　

▼
申
込
み　

不

要　

▼
問
合
せ
先　

医
療
法
人　

清
和
会
あ
さ
ひ
が
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル

（
☎
88
・
0
2
8
４
）

■
公
開
講
座

　「
か
ら
く
り
人
形
か
ら

ロ
ボ
ッ
ト
ま
で
」

　

2
0
1
６
年
秋
に
犬
山
祭
が
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
犬
山
祭

の
最
大
の
特
長
は
「
か
ら
く
り
」

で
す
。
か
ら
く
り
は
尾
張
の
地
に

花
開
い
た
文
化
で
あ
り
、
世
界
に

冠
た
る
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
源

流
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
講
座
で
は
、
か
ら
く
り
の

「
過
去
」
と
「
現
在
」、
さ
ら
に

ロ
ボ
ッ
ト
と
の
関
連
と
い
う
切
り

口
か
ら
「
未
来
」
に
つ
い
て
、
ロ

ボ
ッ
ト
研
究
者
が
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
し
ま
す
。

■
県
障
害
者
委
託
訓
練

就
職
準
備
訓
練
⑥
コ
ー
ス

▼
と
き　

12
月
15
日
㊋
〜
平
成
28

年
3
月
17
日
㊍
（
毎
週
㊊
〜
㊎
の

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）　

▼
と

こ
ろ　

さ
い
お
ワ
ー
ク
ス
（
春
日

井
市
坂
下
町
）　

▼
内
容　

一
般

事
務
作
業
、バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
作
業
、

ピ
ッ
キ
ン
グ
、
清
掃
等
の
総
合
的

な
職
業
実
務
訓
練　

▼
対
象　

身

体
障
害（
車
椅
子
の
人
は
不
可
）、

精
神
障
害
、
知
的
障
害
、
そ
の
他

の
障
害
の
人　

▼
定
員　

5
人

（
面
接
で
選
考
）　

▼
受
講
料　

無
料
（
材
料
費
3
，
0
0
0
円
は

必
要
で
す
）　

▼
申
込
み　

11
月

17
日
㊋
ま
で
に
公
共
職
業
安
定
所

へ
（
受
講
に
は
安
定
所
で
の
求
職

登
録
が
必
要
で
す
）　

▼
問
合
せ

先　

公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
愛

知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
☎

0
5
3
3
・
93
・
2
5
0
5
）

■
県
障
害
者
委
託
訓
練

　

い
ぬ
や
ま
e

−

M
O
S
資
格
対

策
コ
ー
ス

▼
と
き　

平
成
28
年
1
月
8
日
㊎

〜
3
月
1
日
㊋
（
毎
週
㊊
〜
㊎
の

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30

分
）　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
国
際
観

光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ　

▼
内
容　

M
O
S
の
資
格
取
得
と
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
端
末
の
基
礎
知
識
習
得

を
め
ざ
し
ま
す　

▼
対
象　

障
害

者
手
帳
所
持
者
（
身
体
・
精
神
）　

▼
定
員　

7
人
（
面
接
で
選
考
）　

▼
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

3
，
0
0
0
円
は
必
要
で
す
）

▼
申
込
み　

12
月
4
日
㊎
ま
で
に

公
共
職
業
安
定
所
へ
（
受
講
に
は

安
定
所
で
の
求
職
登
録
が
必
要
で

す
）　

▼
問
合
せ
先　

公
共
職
業

安
定
所
ま
た
は
愛
知
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
（
☎
0
5
3
3
・

93
・
2
5
0
5
）

▼
と
き　

11
月
15
日
㊐
午
後
1
時

30
分
〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

市
福

祉
会
館
中
ホ
ー
ル　

▼
講
師　

末

松
良
一
氏
（
名
古
屋
大
学
名
誉
教

授
）　

▼
定
員　

当
日
先
着

1
0
0
人
程
度　

▼
参
加
料　

無

料　
　

▼
問
合
せ
先　

犬
山
祭
保

存
会
事
務
局（
☎
62
・
４
8
0
2
）
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制
度
内
容
や
制
度
利
用
に
関
す

る
相
談
な
ど
、
お
困
り
の
人
の
個

別
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
18
日
㊌
午
後
1
時

〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

福
祉
会
館

4
階
４
0
1
会
議
室　

▼
相
談
料　

無
料　

▼
申
込
み　

開
催
日
に
直

接
、
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。
※

事
前
予
約
も
可　

▼
問
合
せ
先　

（
一
社
）
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
支
部

（
☎
67
・
8
1
1
5
ま
た
は
☎

62
・
8
5
0
2
）

■
成
年
後
見
制
度

　
無
料
相
談
会

　
「
成
年
後
見
制
度
」は
、認
知
症

や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に

よ
り
、
判
断
能
力
の
不
十
分
な
人

に
対
し
て
、
家
庭
裁
判
所
が
定
め

た
代
理
人
が
、
財
産
管
理
や
施
設

入
所
、
介
護
・
障
害
サ
ー
ビ
ス
の

契
約
締
結
や
解
除
な
ど
を
行
い
、

本
人
の
利
益
を
守
る
制
度
で
す
。

相
　談

募
　集

■
若
者
の
就
労
無
料
相
談

　

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
進
路
・
就
職
相
談
の
専
門

家
）
に
よ
る
個
別
相
談
と
適
性
診

断
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
26
日
㊍　

午
後
1

時
〜
5
時
（
1
人
35
分
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
犬
山　

プ
レ
ハ
ブ
会
議
室　

▼
対
象　

無

業
の
状
態
に
あ
る
若
者
（
15
歳
〜

概
ね
40
歳
）、
子
ど
も
の
就
職
に

悩
み
が
あ
る
保
護
者　

▼
定
員　

5
人　

▼
相
談
料　

無
料　

▼
申

込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
い
ち

の
み
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
☎
0
5
8
６
・
64
・
６

3
４
９
）
へ
（
㊋
〜
㊏
午
前
10
時

〜
午
後
5
時
受
付
）
厚
生
労
働
省

委
託
事
業

で
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き　

2
月
14
日
㊐
午
前
8
時

〜
正
午　

▼
内
容　

大
会
前
日

（
13
日
）
午
後
1
時
〜
午
後
5
時

＝
参
加
者
用
記
念
品
等
袋
詰
め　

大
会
当
日
（
14
日
）
午
前
8
時
〜

正
午
＝
走
路
指
導
員
、
お
汁
粉

サ
ー
ビ
ス
係
な
ど

※
両
日
と
も
、
内
容
に
よ
っ
て
時

間
の
変
動
あ
り
。

※
上
記
日
時
ど
ち
ら
か
の
み
の
参

加
も
可
能
で
す
。

※
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
参
加

賞
な
ど
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
と
き　

2
月
28
日
㊐
午
前
8
時

〜
午
後
1
時
（
内
容
に
よ
っ
て
時

間
の
変
動
あ
り
）　

▼
内
容　

給

水
所
係
、
手
荷
物
預
か
り
係
、
記

念
品
（
参
加
賞
）
渡
し
係
り
、
走

路
指
導
員
な
ど

※
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
参
加

賞
な
ど
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

12
月
1
日
㊋
ま
で

に
電
話
ま
た
は
社
会
教
育
課
窓
口

（
☎
44
・
0
3
5
2
）
へ

※
申
込
の
際
は
氏
名
、
連
絡
先
、

住
所
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

犬
山
国
際
友
好
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ

ン
と
読
売
犬
山
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

第34回犬山国際友好
シティマラソン

&
第38回読売犬山
ハーフマラソン

ボランティアスタッフ
募集

こころの健康づくりサポーター養成講座
　こころの健康づくりサポーターとは、身近な人が精神的に落ち込ん
だり気分が沈んだりした時に、その人の話に耳を傾けてこころに寄り
添う人です。
　この講座では、うつ病について学んだり、相手の人と信頼関係を築
き、相手の気持ちに耳を傾けて聴くという傾聴法を身につけます。
▼とき・内容　

回 とき 内　容

1 12月 4 日㊎
午後 2時〜 4時

講義
　「自殺対策とうつ病について」

2 12月 9 日㊌
午後 2時〜 4時

講義
　「うつ回復者が体験を語る」

3 12月11日㊎
午前10時〜正午

講義と演習
　「信頼関係の築き方について」

4 12月18日㊎
午前10時〜正午

講義と演習
　「傾聴について」

▼ところ　江南市民文化会館2階第一会議室（江南市北野町川石25-1）
▼対象　�こころの健康づくりに関心がある人、各種健康づくりに関す

る推進員や、ボランティア活動をされている人
　　　　※全プログラム 4 回とも参加可能の人を優先します。
▼定員　先着50人
▼申込み　�11月 2 日㊊〜27日㊎までに電話で江南保健所こころの健康

推進グループ（☎0587・56・2157）へ

〈
犬
山
国
際
友
好

　
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
〉

〈
読
売
犬
山

　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
〉

生
　活

■
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
バ
ナ
ー
広
告
募
集

　

地
域
産
業
の
振
興
の
た
め
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
バ

ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

▼
掲
載
場
所　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

（
市
が
指
定
し
た
位
置
）　

▼
掲

載
期
間　

12
月
28
日
〜
平
成
28
年

3
月
31
日　

▼
募
集
枠
数　

4
枠　

▼
掲
載
料　

1
枠
3
0
，
0
0
0

円
（
消
費
税
含
む
）　

▼
バ
ナ
ー

規
格　

縦
50
ピ
ク
セ
ル
×
横
1
5

0
ピ
ク
セ
ル
以
内　

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
ま

た
は
G
I
F
形
式
（
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
不
可
）
4
キ
ロ
バ
イ
ト
以

内　

▼
バ
ナ
ー
作
成
費
用　

広
告

主
負
担　

▼
申
込
み　

11
月
30
日

㊊
ま
で
に
、
申
込
書
に
広
告
案
を

添
え
て
秘
書
企
画
課
（
☎
44
・

0
3
1
1
）
へ

※
そ
の
他
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

平成28年度市職員の募集＜第 2期＞
　市では、来年 4 月 1 日採用の職員採用試験を行います。

『犬山市の明日のため、市民とともに、情熱を持ってチャレンジできる職員』
　市では、市民とともにまちづくりを積極的に進めるために、職員自ら「犬山市内に居住すること」を推奨し
ます。この考えに共感し、意欲とやる気にあふれる人の応募をお待ちしています。

　採用予定の職種や人員などは次のとおりです。
1 ．職種・募集人数・受験資格等

募集職種 募集人数 資格要件
学　歴 年　　齢 資格等

行政職（土木） 1人 大学卒　＊ 1＊ 3 昭和58年 4 月 2 日以降の出生者 ＊ 4

保　育　職 5人 大学卒　　　＊ 1 昭和63年 4 月 2 日以降の出生者 ＊ 4＊ 5短大卒　　　＊ 2 平成 2年 4月 2日以降の出生者
＊ 1 　大学を卒業または平成28年 3 月までに卒業見込みの人
＊ 2 　 短大を卒業または平成28年 3 月までに卒業見込みの人、学校教育法第124条による専修学校の専門課程（修業年限 2 年以上

で、課程の修了に必要な総授業時間数が1700時間以上のものに限る。）を修了した人または平成28年 3 月修了見込みの人
＊ 3 　土木系の学科を履修し、その大学を平成28年 3 月までに卒業または卒業見込みの人
＊ 4 　採用時に普通自動車運転免許を取得している人
＊ 5 　採用時に保育士資格かつ幼稚園教諭免許取得または取得見込みの人
※平成27年度中に、既に犬山市職員採用試験の申込みをされた人（不合格になった人を含む）は、応募できません。

2 ．第 1次試験日・会場
　日程－12月 6 日㊐　会場：犬山市役所
（保育職は、12月 6 日以外の 1 日間、子ども未来園での保育実技試験あり）
3 ．申込手続
　○申込方法　犬山市職員採用試験受験申込書、受験票を持参または郵送
　　　　　　　（総務課で配布、市ホームページにも掲載）
　　　　　　　・貼付の写真 2 枚は縦 4 cm×横 3 cmとし、最近 3 か月以内に撮影したものとすること。
　○受付期間　日程－11月 2 日㊊〜20日㊎午前 8 時30分〜午後 5 時（㊏㊐は除く）
　　※郵送の場合は受付期間最終日の前日【11月19日㊍】の消印までを有効
　○提出先　総務部総務課職員担当（内線　1461／ダイヤルイン　44-0302）

　平成28年度職員採用に関する内容や申込書等の詳細については、市ホームページに掲載している募集要項を
ご覧ください。（犬山市役所総務課でも募集要項を配布しています。）

　

子
ど
も
・
若
者
は
社
会
の
宝
で

す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
・
若
者

が
健
や
か
に
成
長
し
、
社
会
生
活

を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
家
庭
・
学
校
・
企
業
・
地
域

で
温
か
く
見
守
り
支
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議

で
は
、
優
し
い
社
会
を
つ
く
る
は

じ
め
の
一
歩
と
し
て
、
お
あ
し
す

（
あ
い
さ
つ
）
運
動
を
駅
前
や
市

内
の
小
中
高
等
学
校
通
学
路
、
校

門
付
近
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

社
会
教
育
課
（
☎

44
・
0
3
5
3
）

■
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
県
民
運
動

「
育
て
よ
う　

自
分
に
勝
て
る
子　

負
け
な
い
子
」

　

11
月
1
日
㊐
〜
30
日
㊊

　

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
県
民
運
動
強
調
月
間
で
す
。
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秋の全国火災予防運動

■
労
働
保
険
の
加
入
の

手
続
き
に
つ
い
て

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
あ
り
、
農
林

水
産
の
事
業
の
一
部
を
除
き
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
た
ら
、

加
入
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
労
働
者

を
雇
用
し
た
ら
速
や
か
に
労
働
保

険
へ
の
加
入
手
続
き
を
行
い
ま

し
ょ
う
！

▼
加
入
手
続
き
な
ど
の
ご
相
談
は　

江
南
労
働
基
準
監
督
署
（
江
南
市

尾
崎
町
河
原
1
0
1　

☎
0
5
8

7
・
54
・
2
４
４
3
）
ま
た
は
犬

■
迷
惑
な
野
焼
き
行
為

は
や
め
ま
し
ょ
う

　

屋
外
で
の
燃
焼
行
為（
野
焼
き
）

は
、
農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

得
な
い
も
の
な
ど
一
部
例
外
を
除

き
、
法
律
や
条
例
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
野
焼

き
に
よ
る
煙
や
臭
い
で
困
っ
て
い

る
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
野
焼
き
行
為
が
行
わ
れ

て
い
る
周
辺
に
は
、
様
々
な
状
況

下
で
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

人
の
健
康
を
害
し
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
他
の
物
へ
の
引
火
の
お

そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
農
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
で

あ
っ
て
も
、
周
囲
の
住
宅
環
境
等

に
十
分
配
慮
し
て
苦
情
が
出
な
い

よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
野
焼

き
行
為
そ
の
も
の
を
で
き
る
限
り

控
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

ご
み
減
量
推
進
課

（
☎
44
・
0
3
４
４
）

■
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
を

◆
地
域
で
行
わ
れ
る
資
源
回
収

（
11
月
分
）

〔
小
・
中
学
校
〕

7
日
㊏
犬
山
北
小
学
校
、
犬
山
南

小
学
校
P
T
A
（
☎
61
・
2
2
3

1
）、
城
東
小
学
校
（
☎
61
・
2

5
0
1
）

29
日
㊐
東
部
中
学
校
P
T
A（
☎

山
公
共
職
業
安
定
所
（
☎
61
・

2
1
９
2
）

■
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す（
敬
称
略
）

●
市
へ

▽
防
犯
カ
メ
ラ
（
犬
山
中
学
校
）

犬
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

●
福
祉
基
金
寄
附
金
へ

3
，
0
0
0
円　

K
・
K

●
市
環
境
保
全
基
金
へ

▽
7
，
3
3
0
円　

わ
ん
丸
リ
サ

イ
ク
ル
ク
ラ
ブ

※
皆
さ
ん
の
善
意
は
、
市
民
活
動

や
福
祉
、
環
境
保
全
な
ど
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

67
・
7
４
0
1
）

〔
犬
山
地
区
〕

毎
週
木
曜
日
午
前
8
時
30
分
〜
10

時
犬
山
駅
前
通
り
発
展
会

2
日
㊊
大
本
町
町
内
会

7
日
㊏
本
町
町
内
会
（
☎
61
・

1
8
９
2
河
橋
）

14
日
㊏
上
野
東
子
供
会
、
練
屋
町

29
日
㊐
上
野
住
宅
自
治
会

※
団
体
の
都
合
で
日
程
が
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
程
の
変
更
・
回
収
に
つ
い
て

は
各
団
体
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
指
定
ご
み
袋
取
扱
所
の
新
設

買
い
物
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
☎

090
・
3
5
5
7
・
４
1
0
６
）

次
の
2
か
所
で
行
い
ま
す
。

◎
犬
山
市
長
者
町
2
丁
目
33
番
地　

若
杉
様
宅
店
舗　

毎
週
土
曜
日
午

前
9
時
〜
10
時

◎
犬
山
市
大
字
善
師
野
字
宮
蔵
洞

82
番
地
1　

白
山
神
社
駐
車
場
内　

毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
15
分
〜
10

時指
定
ご
み
袋
の
取
り
扱
い
を
開
始

し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
先　

ご
み
減
量
推
進
課

（
☎
44
・
0
3
４
４
）

見守り『力』アップに取り組んでいます！
　犬山市では、地域の見守り『力』を活用して、
お互いが支え合える地域づくりをすすめていま
す。そのひとつに「高齢者見守り支援ネットワー
ク」があります。
　今回は、岐阜信用金庫楽田支店、犬山ガス㈱の
取り組みを紹介します！
◆訪問時に異変がないか確認をするように心がけ
ています。異変があると感じた場合は、高齢者あ
んしん相談センターに連絡をしたり、緊急時には
警察署や消防署に通報するようにしています。（岐
阜信用金庫楽田支店）
◆ひとり暮らし高齢者向けのふれあい巡回を行っ
ています。お困りの際は、お気軽にお声掛けくだ
さい。（犬山ガス㈱）
　協定を締結していただける事業所は随時募集し
ています。お気軽にお問い合わせください。
▼問合せ先　長寿社会課（☎44・0325）

《
期
間
中
に
行
う
こ
と
》

○
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　

火
災
予
防
思
想
の
P 

R
の
一
環

と
し
て
、
市
内
の
小
・
中
学
生
か

ら
募
集
し
た
優
秀
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
31
日
㊏
〜
11
月
15

日
㊐　

▼
と
こ
ろ　

市
立
図
書
館

1
階
ロ
ビ
ー　

▼
応
募
総
数　

小

学
生
2
1
5
点　

中
学
生
1
９
2

点　

合
計
４
0
7
点　

▼
入
選
者

数　

小
学
生
18
点
、
中
学
生
15
点　

▼
犬
山
市
長
賞　

小
学
生
の
部
＝

犬
山
北
小
学
校
5
年　

山や
ま

口ぐ
ち

颯そ
う

太た

、
中
学
生
の
部
＝
南
部
中
学
校

1
年　

岩い
わ

間ま

美み

輝き

○ 

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
訓

練

　

地
域
防
災
会
に
よ
る
初
期
消
火

や
応
急
救
護
の
訓
練
を
行
い
、
自

主
防
災
組
織
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

○
枯
れ
草
調
査
の
実
施

　

火
災
予
防
上
危
険
の
あ
る
空
き

地
の
枯
れ
草
を
調
査
し
、
土
地
所

有
者
に
対
し
て
処
理
を
す
る
よ
う

に
指
導
し
ま
す
。

○
保
育
園
・
幼
稚
園
の
防
火
指
導

　

職
員
手
作
り
の
ミ
ニ
消
防
車
や

防
火
ビ
デ
オ
等
を
使
っ
て
、
園
児

た
ち
に
火
事
や
火
遊
び
の
怖
さ
を

教
え
、
防
火
の
P 

R
を
し
ま
す
。

○
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

　

事
業
所
や
市
内
の
広
報
板
に
防

火
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
火
災
予

防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

○ 

消
防
本
部
・
消
防
署
・
消
防

団
・
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ

る
夜
間
防
火
広
報

　

期
間
中
、
消
防
車
等
に
よ
る
夜

間
広
報
を
市
内
全
域
で
行
い
、
防

火
P 

R
に
努
め
ま
す
。

○
一
日
消
防
署
長

　

公
益
財
団
法
人　

犬
山
城
白
帝

文
庫　

理
事
長　

成
瀬
淳
子
さ
ん

を
一
日
消
防
署
長
と
し
て
迎
え
、

防
火
広
報
等
を
実
施
し
、
火
災
予

防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

〜
犬
山
市
で
は
平
成
20
年
6
月
1

日
か
ら
す
べ
て
の
住
宅
、
共
同
住

宅
に
設
置
が
義
務
と
な
り
、
7
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
ま
だ
、
設
置

が
す
ん
で
い
な
い
お
宅
は
、
早
急

に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
〜

　

全
国
に
お
い
て
、住
宅
用
火
災
警

報
器
が
設
置
し
て
あ
っ
た
お
か
げ

で
、大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
事
例
が

た
く
さ
ん
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

音
に
よ
り
家
人
が
気
付
く
、
ま
た

は
近
所
の
人
が
気
付
い
た

お
か
げ
で
火
災
が
早
期
に

発
見
さ
れ
、
消
防
署
へ
の

1
1
９
番
通
報
が
行
わ
れ

た
か
ら
で
す
。

　

火
災
の
焼
損
程
度
が
全

焼
や
半
焼
と
い
っ
た
も
の

の
多
く
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
未
設
置
の
お
宅

で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
大
事
な
も

の
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て

く
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

『
火
災
が
お
き
た
ら
、
自

分
の
家
だ
け
で
は
な
く
、

ご
近
所
の
お
宅
に
ま
で
延

焼
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ

る
』

『
火
災
を
早
期
発
見
す
る
こ
と

で
、
家
族
の
命
や
財
産
を
守
る
』

　

こ
の
よ
う
な
意
識
を
市
民
の
み

な
さ
ん
に
持
っ
て
い
た
だ
き
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
が
未
設
置
の
お

宅
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
設
置
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〜
犬
山
市
で
の
義
務
設
置
場
所
は

ど
こ
な
の
か
〜

・
寝
室

・
2
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合

の
み
階
段

（
1
階
の
み
に
寝
室
が
あ
る
場

合
、
階
段
は
不
要
で
す
）

▼問合せ先　市消防本部　予防防災課予防担当
（☎65・3123　メール　060200@city.inuyama.lg.jp）

11月9日㊊〜15日㊐

「
無
防
備
な

　
　
心
に
火
災
が

　
　
　
か
く
れ
ん
ぼ
」

住
宅
用
火
災
警
報
器

に
つ
い
て

Q　

住
宅
用
火
災
警
報
器
か
ら
、

煙
も
な
い
の
に
ピ
ー
ピ
ー
と
音
が

な
っ
て
い
る
け
ど
な
ん
で
？

A　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
煙
や

熱
を
感
知
し
た
時
以
外
に
も
、
電

池
が
切
れ
か
け
て
い
る
状
態
に

な
っ
た
ら
、
音
や
光
で
知
ら
せ
て

く
れ
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

電
池
寿
命
は
10
年
の
も
の
以
外

に
も
5
年
の
も
の
な
ど
が
あ
り
、

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
取
扱
説
明
書
や
メ
ー

カ
ー
へ
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
）

何
も
な
い
所
で
音
な
ど
が
鳴
っ
た

ら
電
池
の
寿
命
が
き
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は

新
し
い
も
の
に
買
い
換
え
て
く
だ

さ
い
。

Q　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
取
り

付
け
た
ら
そ
の
ま
ま
ほ
っ
た
ら
か

し
に
し
て
お
い
て
い
い
の
？

A　

定
期
的
な
お
手
入
れ
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ホ

コ
リ
な
ど
が
つ
い
た
り
し
て
い
る

と
、感
知
が
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
警
報
器
を
乾
い
た
布
な

ど
で
拭
い
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
と
は
ボ
タ
ン
、
も
し
く
は
ぶ
ら

下
が
っ
て
い
る
紐
を
引
っ
張
っ

て
、
作
動
し
て
い
る
か
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
機

　
　
　
　
　
Q
&
A

◆わん丸リサイクル小屋（リサイクル品販売）開設
わん丸リサイクル小屋

と　き 11月 8 日㊐　午後 1時〜 4時
ところ わん丸リサイクル小屋（上坂公園西）
実施内容 家具・小物類・古本などの販売
対　象 市内在住の人

その他 一部抽選品あり
（抽選は午後 2時30分から）

○購入品は各自午後 4 時までに搬出してください。

◆エコステーション（資源物の回収拠点）開設
エコステーション わん丸エコステーション

と　き

11月 8 日㊐ 11月15日㊐ 11月22日㊐ 常設

午前 9時〜
午後 4時 午前 9時〜正午 午前 9時〜正午

平日：午前 8時30分〜正午
　　　午後 1時〜 3時30分
土曜：午前 8時30分〜11時30分
※日曜・祝日・12/29〜 1 / 3 は休業

ところ
わん丸リサイクル
小屋敷地内
（上坂公園西）

南部公民館駐車場 市役所西庁舎 犬山市都市美化センター敷地内

回収品目 新聞・雑誌・雑がみ・段ボール・布類・紙パック・アルミ
缶・スチール缶・ペットボトル・プラスチック製容器包装

左記の品目に加えて空きびん（無色・
茶色・その他）、廃食用油（植物性の
み）・小型家電 9品目・パソコン

対　　象 市内在住の人
その他 各自で資源容器に投入

山口颯太さんの作品岩間美輝さんの作品
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お知らせ

犬
山
警
察
署
だ
よ
り

INFORMATION

　県では国土利用計画法に基づき地価調査を毎年
行っています。この基準地価格は、国の地価公示
価格とともに、土地を取り引きする時の参考にな
るものですから利用してください。

※ 当市において従来の地価公示では、都市計画法の用途地域を踏
まえ、住宅地、商業地、工業地、市街化調整区域内宅地、現況
林地の用途に分類して種別を設定していましたが、平成25年地
価公示からは、都市計画法の用途地域にとらわれることなく、
現在の土地利用の実態に即して種別を設置することとなり、市
街化調整区域内宅地の用途を廃止しました。なお、廃止した市
街化調整区域内宅地は、住宅地の用途として再編され、継続地
点として集計されています。

■一定面積以上の土地取引には届出が必要
　市内の市街化区域では2,000㎡以上、市街化調整区域では5,000㎡以上の土地を取り引きする場合（売買や交換、
地上権・賃借権の設定など）は、契約締結後、契約日を含めて 2 週間以内に土地の取得者による届出が必要です。
　届出は、市で受け付け、県で利用目的を審査して妥当性を判断します。届出をしないで取り引きした場合は、
国土利用計画法違反となり処罰されることがありますので、注意してください。
▼問合せ先　秘書企画課（☎44・0312）

【県の基準地価格を発表】 ■平成27年　国の公示価格　〜平成27年 1 月 1 日現在〜
種　別 所　在　地 1㎡当たりの

価格（円）

住宅地

1 富岡新町 5丁目10番 90,400
2 橋爪字万願寺39番16 72,900
3 羽黒字八幡20番 5 外 55,800
4 犬山字西古券468番 55,900
5 上野新町192番 76,000
6 犬山字辰ヶ池30番 3 63,500
7 羽黒字小安101番 7 59,100
8 前原字天道新田81番173 37,500
9 字中唐曽65番22 63,400
10 松本町 3丁目29番外 104,000
11 前原字井島 5番14 66,300
12 五郎丸字狭間82番 7 外 59,500
13 羽黒字堂ヶ洞14番43 49,000
14 字横町191番 3 61,000

住宅地
15 内田東町 8番 3 70,200
16 犬山字中野33番 3 60,000
17 犬山字白山平53番 7 46,400

商業地

5−1 犬山字東古券313番 2 外 106,000
5−2 犬山字専正寺町14番 3 91,300
5−3 天神町 1丁目 8番 134,000
5−4 羽黒字東向畑35番 4 65,400

工業地 9−1 字惣作 1番 2 51,100

■平成27年　県の基準地価格　〜平成27年 7 月 1 日現在〜
種　別 所　在　地 1㎡当たりの

価格（円）

住宅地

1 富岡新町 5丁目10番 90,800
2 橋爪字一丁田12番32 89,600
3 字西北野112番69 65,000
4 五郎丸字猿屋東77番17 69,800
5 上坂町 5丁目73番 76,900
6 大字善師野字伏屋13番 29,800
7 字荒井76番 3 39,000

商業地
5−1 天神町 1丁目 8番 134,000
5−2 字外屋敷82番外 69,000
5−3 松本町 2丁目102番 1 外 109,000

工業地 9−1 大字羽黒新田字高見 1番 3外 44,000
林　地 17 今井字宮下31番 1 920

◆
市
内
の
9
月
中
の
犯
罪
発
生
総

数
は
49
件
（
昨
年
40
件
）
で
す
。

空
き
巣
被
害
が
犬
山
北
学
区
で
1

件
発
生
し
ま
し
た
。
車
上
狙
い
被

害
が
学
田
学
区
で
2
件
発
生
し
ま

し
た
。
自
転
車
盗
被
害
が
犬
山
北

学
区
で
3
件
、
城
東
・
楽
田
学
区

で
そ
れ
ぞ
れ
1
件
発
生
し
ま
し
た
。

広
げ
よ
う
支
援
の
輪

〜
ご
存
じ
で
す
か
　
犯
罪
被
害
相

談
窓
口
と
犯
罪
被
害
給
付
制
度
〜

　

警
察
は
各
種
の
犯
罪
被
害
相
談

窓
口
を
設
け
、
犯
罪
の
被
害
に
遭

わ
れ
た
人
や
、
そ
の
家
族
・
友
人

の
人
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

犯
罪
被
害
相
談
窓
口
の
案
内

▼
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
こ
こ
ろ

の
悩
み
相
談
（
ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ

ン
）
☎
052
・
954
・
8
8
９
7
㊊
〜

㊎
午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

▼
犯
罪
被
害
者
相
談
（
レ
デ
ィ
ー

ス
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）
☎
0
1
2

0
・
67
・
7
8
3
0
㊊
〜
㊎
午
前

9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
5
時

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
県
内

か
ら
の
み
通
話
可
）

▼
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ハ
ー
ト

フ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
あ
い
ち
）　

☎
0
5
7
0
・
064
・
8
1
0
㊊
〜

㊏
午
前
9
時
〜
午
後
8
時（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
県
内
か
ら
の
み

通
話
可
）

▼
列
車
内
の
痴
漢
被
害
相
談
（
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ル
）　

☎
052
・
561
・

0
1
8
４
（
24
時
間
受
付
）

▼
被
害
少
年
相
談　

☎
0
1
2

0
・
7
8
６
7
7
0
㊊
〜
㊎
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
（
㊏
㊐
㊗
、
年

末
年
始
と
時
間
外
は
留
守
番
電
話

ま
た
は
F
A
X
で
24
時
間
受
け
付

け
、
直
近
の
勤
務
日
に
対
応
）

▼
問
合
せ
先　

犬
山
警
察
署
（
☎

61
・
0
1
1
0
）

▼
愛
知
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http

：//www.pref.aichi.jp/police/

市内街頭犯罪発生状況
9 月 27年累計

刑法犯罪数
（昨年同期）

49件
（40件）

424件
（470件）

住宅対象侵入盗
（昨年同期）

1件
（ 2件）

30件
（53件）

車上狙い
（昨年同期）

2件
（ 0件）

18件
（37件）

自転車盗
（昨年同期）

5件
（11件）

88件
（89件）

市内交通事故発生状況
9 月 27年累計

人身事故件数
（昨年同期）

27件
（26件）

229件
（222件）

死者数
（昨年同期）

0件
（ 0件）

3件
（ 3件）

負傷者数
（昨年同期）

29件
（20件）

291件
（269件）

「朝食を食べようキャッチフレーズ」の募集
　市では「みんなで進めるいぬやま健康プラン21」計画に基づいて食育計画を推
進していますが、その中で「朝食を食べる習慣をつける」ことを一つの重点事業
として掲げています。この目標を一人でも多くの市民に意識して取り組んでいた
だきたく、キャッチフレーズを募集します。一人様何点でも応募ができます。
▼応募対象　犬山市内在住、在勤、在学、または市と何らかの関わりのある人
▼応募締切　12月10日㊍まで
▼応募方法（次のいずれかの方法で）　
　① 市役所 1 階総合案内受付、市役所各出張所、市民健康館さら・さくら、市保

健センター、各子ども未来園にある応募用紙に記入の上、備え付けの応募箱
に投函

　② 応募用紙を「犬山市朝食を食べようキャッチフレーズ」のホームページから
ダウンロードし電子メールもしくはFAX、郵送、または①の応募箱へ直接投
函

　③ 任意の様式にてキャッチフレーズ名と理由、必要事項（郵便番号、住所、氏
名（フリガナ）、年齢、性別、連絡先電話番号、市との関わり（在住、在勤、
在学など））を明記の上、②と同じ提出方法で

　※通信料につきましては応募者の負担となります
▼選考・発表・賞　
　市食育担当者（市関係課や関係機関に所属する管理栄養士など）による選考を
行い、結果を平成28年 3 月頃市ホームページ上に掲載予定
採用となったフレーズの応募者には表彰とともに粗品を贈呈
　※ キャッチフレーズは今後、学校や子ども未来園の事業や市の食に関するイベ

ントなどで掲げていきます
▼応募先　
〈郵送・FAX・メールの場合〉
　〒484-0061　犬山市大字前原字橋爪山15－ 2
　市民健康館さら・さくら内犬山市役所健康推進課
　FAX65・3080、　メールkenko@city.inuyama.lg.jp
〈応募箱へ直接投函の場合〉
　応募方法①の応募箱設置場所
▼問合せ先　市民健康館さら・さくら（☎63・3800）

　

す
い
臓
は
、
私
た
ち
の
体
の
臓

器
の
中
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
、
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
臓
器

で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
変
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
臓
器
で
す
。

Q
．す
い
臓
っ
て
、ど
ん
な
臓
器
？

A
．す
い
臓
は
胃
の
後
ろ
に
あ
り
、

長
さ
は
20
㎝
ほ
ど
の
細
長
い
形
を

し
て
い
ま
す
。
食
べ
物
を
消
化
す

る
、
す
い
液
を
作
り
、
十
二
指
腸

に
送
り
出
す
は
た
ら
き
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
血
液
中
の
糖
分
の

量
を
調
節
す
る
ホ
ル
モ
ン
を
作

り
、
血
液
の
中
に
送
り
出
す
は
た

ら
き
も
し
て
い
ま
す
。

Q
．
す
い
臓
で
つ
く
ら
れ
る
ホ
ル

モ
ン
っ
て
？

A
．
す
い
臓
の
中
に
は
ラ
ン
ゲ
ル

ハ
ン
ス
島
と
呼
ば
れ
る
細
胞
の
集

ま
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

グ
ル
カ
ゴ
ン
と
、
イ
ン
ス
リ
ン
と

い
う
血
液
中
の
糖
分
を
調
整
す
る

ホ
ル
モ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

グ
ル
カ
ゴ
ン
の
働
き
…
血
液
中

の
糖
分
を
増
や
す

　

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
…
血
液
中

の
糖
分
を
減
ら
す

　

グ
ル
カ
ゴ
ン
と
イ
ン
ス
リ
ン

は
、
血
液
中
の
糖
分
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
た
め
に
、
協
力
し
な
が
ら

は
た
ら
い
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
の
は
た
ら
き
が
悪

く
な
っ
た
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
分

泌
さ
れ
る
量
が
少
な
か
っ
た
り
し

た
場
合
に
、
血
液
中
の
糖
が
多
く

な
る
高
血
糖
状
態
が
続
き
、
糖
尿

病
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
、
自
覚
症
状
が
現
れ

に
く
い
病
気
で
す
。
進
行
す
る
と

症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
早
期
の
段
階
で
は
、
自

覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
糖
尿
病
を
早
期
に

発
見
す
る
た
め
に
は
、
定
期
的
に

検
査
を
受
け
て
血
糖
値
を
知
る
こ

と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
市
で

行
っ
て
い
る
特
定
健
診
に
お
い
て

も
、
血
糖
値
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
年
度
ま
だ
受
診
し
て
い

な
い
人
は
、
受
診
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

第
2
次
み
ん
な
で
進
め
る
健
康
プ
ラ
ン
2１
⑳

ち
ょ
っ
と
体
と
向
き
合
う
時
間
〜
す
い
臓
編
〜

■
ち
ょ
こ
っ
と
歩
こ
う

犬
山

　

今
回
は
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
公
園
か

ら
富
岡
の
丘
陵
地
を
歩
く
コ
ー
ス

で
す
。
森
林
浴
を
し
な
が
ら
、
健

康
づ
く
り
推
進
員
と
楽
し
く
歩
き

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

11
月
16
日
㊊
午
前
10
時

〜
（
約
1
時
間
）　

▼
集
合
場
所　

ひ
ば
り
ヶ
丘
公
園
前　

▼
と
こ
ろ　

ひ
ば
り
ヶ
丘
コ
ー
ス　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
持
ち
物　

水
分
補
給
用

飲
み
物
、
歩
き
や
す
い
服
装
で
出

か
け
て
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館　

さ
ら
・
さ
く
ら　

※
雨
天
中
止

■
健
康
な
ん
で
も
相
談

　

毎
月
、
市
民
健
康
館
に
お
い
て

無
料
か
つ
予
約
不
要
で
、
市
内
の

医
師
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
・
医
師　

11
月
13
日
㊎
＝

こ
ば
や
し
眼
科
医
師　

小
林
浩
、

11
月
19
日
㊍
＝
安
藤
医
院
医
師　

安
藤
通
泰　

各
日
午
後
1
時
30
分

〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康

館　

▼
定
員　

な
し
（
当
日
先
着

順
）　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康

館
さ
ら
・
さ
く
ら

健 康 ーナーコ民市
▶市民健康館さら・さくら（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏・㊐・㊗を除く午前 8時30分〜午後 5時
▶保　健　セ　ン　タ　ー（☎61・1176）（FAX61・1769）
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健 康 ーナーコ民市

健 康 ーナーコ民市

▶市民健康館さら・さくら（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏・㊐・㊗を除く午前 8時30分〜午後 5時
▶保　健　セ　ン　タ　ー（☎61・1176）（FAX61・1769）

健 康 ーナーコ民市

健 康 ーナーコ民市
■
基
礎
料
理
教
室

　
参
加
者
募
集
！

　

お
子
さ
ん
た
ち
も
交
え
て
、
簡

単
に
で
き
る
基
本
的
な
パ
エ
リ
ア

で
す
。

　

ご
家
庭
の
イ
ベ
ン
ト
に
ぜ
ひ
ど

う
ぞ
！
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
と
き　

11
月
27
日
㊎
午
前
9
時

45
分
〜
午
後
1
時
30
分　

▼
と
こ

ろ　

市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら

調
理
実
習
室　

▼
内
容　

ホ
ッ
ト

プ
レ
ー
ト
で
で
き
る
パ
エ
リ
ア
、

ス
ー
プ
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど　

▼
定

員　

先
着
16
人　

▼
講
師　

犬
山

市
食
生
活
改
善
推
進
員　

▼
参
加

料　

調
理
材
料
費
６
0
0
円
程
度

（
実
費
）　

▼
持
ち
物　

筆
記
用

具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭

き
タ
オ
ル　

▼
申
込
み　

11
月
3

日
㊗
〜
20
日
㊎
ま
で
に
犬
山
市
健

康
づ
く
り
食
生
活
改
善
協
議
会　

田
口
（
☎
62
・
0
６
5
2
）
へ

■
「
か
か
り
つ
け
医
」

を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

団
塊
の
世
代
の
人
が
75
歳
を
迎

え
る
今
か
ら
10
年
後
、
3
人
に
1

人
が
65
歳
以
上
、
5
人
に
1
人
が

75
歳
以
上
と
い
う
か
つ
て
私
た
ち

が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
高
齢
社

会
を
迎
え
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と

複
数
の
病
気
を
抱
え
た
り
、
身
体

が
衰
え
て
病
院
に
通
う
こ
と
が
難

し
く
な
る
な
ど
、
自
宅
で
医
療
や

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が
増
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
国
は
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
で
き
る
だ
け
長
く
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
在
宅
医
療
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

在
宅
医
療
に
お
い
て
、
中
心
的

な
役
割
を
担
う
の
が
「
か
か
り
つ

け
医
」
で
す
。

　
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は
、
病

気
に
な
っ
た
と
き
に
気
軽
に
相
談

が
で
き
る
身
近
な
医
師
の
こ
と
で

す
。

　

い
つ
も
同
じ
医
師
が
診
察
す
る

の
で
、
信
頼
関
係
が
高
ま
り
、
意

思
の
疎
通
が
は
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
精
密
検
査
や
高
度
な
治

療
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、
専
門

病
院
を
紹
介
し
て
く
れ
る
な
ど
、

適
切
な
処
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き

に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
い
ざ
と
い

う
と
き
に
相
談
が
で
き
る
よ
う
に

「
か
か
り
つ
け
医
」を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

〈
か
か
り
つ
け
医
を
選
ぶ
ポ
イ
ン

ト
〉

・
自
宅
ま
た
は
勤
務
地
の
近
く
に

あ
る
。

・
気
軽
に
相
談
で
き
る
。

・
話
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
る
。

・
病
状
や
治
療
法
な
ど
に
つ
い
て

の
説
明
が
わ
か
り
や
す
い
。

・
入
院
や
検
査
な
ど
が
必
要
と
な

る
場
合
は
、
適
切
な
専
門
医
療
機

関
を
紹
介
し
て
く
れ
る
。

　

尾
北
医
師
会
で
は
、
平
成
27
年

4
月
〜
平
成
30
年
3
月
ま
で
、
在

宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
在
宅
医
療
を
提
供
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

一
般
社
団
法
人
尾

北
医
師
会　

在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
☎
0
5
8
7
・
95
・

7
0
2
7
）

　コミュニティバスを利用しながら、健康に関するお得な情報も知る
ことができる「走る健康バス」。日頃からバスを利用している皆さんも、
まだ乗ったことのない方々も、ぜひこの機会にコミュニティバスを利
用してお出かけください。

「走る 健康バス」〜善師野線で開催〜

バス停名 時刻

善
師
野
線

善師野台北　発 9：25
善師野台 9：26
上切 9：27
もえぎヶ丘 9：28
きらめき公園 9：29
ひだまり公園 9：30
四季の丘 9：31
中切 9：32
清水 9：35
城東小学校西 9：37

バス停名 時刻
犬山病院 9：40
市民健康館 9：42
犬山病院 9：44
浦屋敷 9：46
塔野地西 9：47
塔野地北 9：49
富岡新町 9：50
松本町 9：51
犬山駅東口　着 9：55

中高年男性の料理入門
　初心者向けの男性料理教室です。高齢者のみの世帯、ひとり暮ら
しの人が増えています。男性もいざという時に困らないよう、台所
に立ってみませんか。調理の基礎から、家庭で簡単にできるちょっ
としたコース料理まで学べます。何か始めてみようかなと思ってい
る人、ぜひ挑戦してみてください。
▼時　間　午前 9 時45分（受付 9 時30分より）〜午後 1 時30分
▼ところ　市民健康館調理実習室
▼対　象　�市内在住の男性、初受講する人のみ、特に料理をしたこ

とがない人
▼定　員　先着16人
▼講　師　食生活改善推進員
▼費　用　�材料代実費（各回500円程度、初回は 5 回分の米と調味料

代として別に600円程度を徴収します）
▼持ち物　�健康手帳（なければ当日発行します）、筆記用具、エプロ

ン、手拭きタオル
▼申込み　11月 5 日㊍〜25日㊌までに市民健康館さら・さくらへ

※市管理栄養士のワンポイント栄養講座もあります。

と　き 内　容
12月 1 日㊋ 基本の切り方と基本の調理
12月15日㊋ 買い物の仕方（選び方のコツ）と購入した材料の調理
1月19日㊋ 和風献立の調理
2月 2日㊋ 中華風献立の調理
2月16日㊋ 洋風献立の調理

■
健
康
体
力
チ
ェ
ッ
ク

と
運
動
処
方

　
「
つ
ま
づ
き
や
す
く
な
っ
た
」

「
ビ
ン
の
ふ
た
が
開
け
に
く
く

な
っ
た
」
な
ど
の
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
現
在
の
ご
自
身
の
体
力

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
運
動

処
方
で
は
、
健
康
運
動
指
導
士
が

体
力
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
を
基
に
、

効
果
的
な
運
動
の
方
法
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
20
日
㊎
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
運
動
処
方
は
午
前

10
時
〜
11
時
45
分
）　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館　

交
流
ホ
ー
ル

▼
対
象　

ど
な
た
で
も　

▼
内
容　

体
力
測
定（
脚
筋
力
・
握
力
測
定
、

長
座
体
前
屈
な
ど
）　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
持
ち
物　

健
康
手
帳
、

過
去
に
体
力
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た

こ
と
の
あ
る
人
は
、
体
力
チ
ェ
ッ

ク
表　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康

館
さ
ら
・
さ
く
ら

※
運
動
で
き
る
服
装
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

■
肩
・
腰
元
気
！

　
コ
リ
や
痛
み
の
解
消

法
〜
健
康
講
座
〜

　

肩
こ
り
、
腰
痛
に
お
悩
み
の
人

や
、
こ
れ
か
ら
予
防
を
し
た
い
人

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
基
本

的
な
体
の
し
く
み
か
ら
、
具
体
的

な
実
践
ま
で
、
健
康
運
動
指
導
士

が
詳
し
く
お
伝
え
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
8
日
㊋
午
後
1
時

50
分
〜
3
時
50
分　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館　

▼
講
師　

健
康
運

動
指
導
士　

▼
定
員　

先
着
50
人　

▼
参
加
料　

3
0
0
円　

▼
持
ち

物　

健
康
手
帳
、
上
履
き
用
運
動

靴
、
水
分
補
給
用
飲
み
物　

▼
申

込
み　

11
月
4
日
㊌
か
ら
市
民
健

康
館
さ
ら
・
さ
く
ら
へ

■
第
10
回
さ
く
ら

　
市
民
公
開
講
座

　「
生
き
る
と
は
」

▼
と
き　

11
月
7
日
㊏
午
後
1
時

〜
4
時　

▼
と
こ
ろ　

大
口
町
民

会
館　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
申

込
み　

不
要

▼
内
容　

［
健
康
チ
ェ
ッ
ク
］

午
後
1
時
〜
1
時
50
分

血
圧
・
血
糖
測
定　

手
洗
い

チ
ェ
ッ
カ
ー　

栄
養
相
談　

心
理

相
談　

介
護
相
談　

ロ
コ
モ
体
操

［
第
1
部
］
午
後
1
時
50
分
〜

特
別
講
演　

さ
く
ら
総
合
病
院　

理
事
長　

小
林
勝
正

［
第
2
部
］

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
）

「
生
き
る
と
は
」

▼
問
合
せ
先　

医
療
法
人　

医
仁

会　

さ
く
ら
総
合
病
院　

さ
く
ら

市
民
公
開
講
座
事
務
局
（
☎
0
5

8
7
・
95
・
６
7
1
1
）

※
飲
み
物
ほ
か
サ
ン
プ
ル
食
の
無

料
配
布
も
あ
り
ま
す
。

※
手
話
の
同
時
通
訳
も
あ
り
ま
す
。

※
内
容
お
よ
び
時
間
は
一
部
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
神
経
難
病
患
者
・

　
家
族
教
室（
ゆ
め
の
会
）

　

今
回
は
病
気
の
基
本
的
な
知
識

や
日
常
生
活
で
の
工
夫
点
等
に
つ

い
て
の
医
療
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。診
断
さ
れ
て
間
も
な
い
人
や
、

病
気
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
う

人
は
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
27
日
㊎
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

江
南
市
布
袋
ふ
れ
あ
い
会
館

▼
内
容　

医
療
講
演
会　
「
神
経

難
病
の
基
礎
知
識
と
日
常
生
活
の

過
ご
し
方
」　

▼
講
師　

尾
北
医

師
会　

池
田
医
院　

池
田
隆　

▼

対
象　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
・
脊
髄

小
脳
変
性
症
な
ど
の
神

経
難
病
の
患
者
と
そ
の

家
族　

▼
参
加
料　

無

料
（
今
年
度
初
回
参
加

の
人
は
、
保
険
料
と
し

て
50
円
が
必
要
で
す
）　

▼
申
込
み　

11
月
26
日

㊍
ま
で
に
江
南
保
健
所

（
☎
0
5
8
7
・
56
・

2
1
5
7
）
へ

■
膠
原
系
難
病

　
医
療
相
談
会

　

専
門
医
に
病
気
の
症

状
や
治
療
等
に
関
す
る

相
談
、
助
言
を
希
望
す

る
人
は
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

12
月
10
日
㊍

午
後
2
時
〜
4
時

▼
と
こ
ろ　

江
南
市
布

袋
ふ
れ
あ
い
会
館

▼
講
師　

藤
田
保
健
衛

生
大
学
病
院　

加
藤
賢

一　

▼
対
象　

膠
原
系

難
病
の
患
者
と
そ
の
家

族　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
定
員　

5
人
程
度

（
先
着
順
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）　

▼
申
込
み　

11
月
27
日
㊎
ま
で
に
江

南
保
健
所
（
☎
0
5
8

7
・
56
・
2
1
5
7
）

へ

■
質
量
計
の
定
期
検
査

を
行
い
ま
す

　

質
量
計
（
は
か
り
、
分
銅
及
び

お
も
り
）
を
取
引
や
証
明
に
使
用

す
る
場
合
は
、
2
年
に
1
度
の
定

期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
計
量
法

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
は
か
り
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
左
記
期
日
に
は
か
り
等
を

お
持
ち
の
う
え
受
検
し
て
く
だ
さ

い
。（
受
検
を
怠
っ
て
取
引
ま
た

は
証
明
に
使
用
し
ま
す
と
計
量
法

違
反
行
為
と
な
り
、
処
罰
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

※
計
量
士
（
有
資
格
者
）
に
よ
る

検
査
を
、
今
回
の
定
期
検
査
日
以

前
1
年
以
内
に
検
査
を
行
い
、
愛

知
県
知
事
に
そ
の
旨
を
届
け
た
は

か
り
等
は
、
当
該
検
査
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

▼
検
査
日
時　

11
月
11
日
㊌
〜
13

日
㊎
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1

時
〜
3
時　

▼
検
査
会
場　

市
南

部
公
民
館
1
階
展
示
室　

▼
検
査

手
数
料　

有
料
（
種
類
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
）　

▼
問
合
せ
先　

商
工
企
業
振
興
課（
☎
44
・
0
3
４

0
）

健 康 ーナーコ民市

健 康 ーナーコ民市

▶市民健康館さら・さくら（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏・㊐・㊗を除く午前 8時30分〜午後 5時
▶保　健　セ　ン　タ　ー（☎61・1176）（FAX61・1769）

健 康 ーナーコ民市

健 康 ーナーコ民市
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子育て世帯臨時特例給付金は申請しましたか？
　消費税率引上げの影響等を踏まえ、子育て世帯に対し
て、子育て世帯臨時特例給付金が今年度も支給されるこ
ととなりました。
　この給付金は、平成27年 6 月分の児童手当を受給して
いる市町村からの支給となり、対象者には 5 月下旬に申
請書を送付しました。改めて申請する必要がありますの
で、まだ手元に申請書がある人は期限内に申請をお願い
します。
　なお、公務員の人はお住まいの市役所での申請が必要
です。職場から配布された申請書を持って、期限内に犬
山市役所へ申請してください。
　期限まで残り 1 か月となりました。申請されない場合
は、給付金を受け取ることができませんので、早めに申
請をお願いします。申請書を失くした場合や提出書類に
ついてわからないことがありましたら、気軽に窓口か電
話で問い合わせてください。
▼申請先　市役所西庁舎
▼申請期間　11月30日㊊まで（平日午前 9 時〜午後 5 時）
　　　　　　　※郵送の場合は11月30日消印有効
▼問合せ先　子育て世帯臨時特例給付金コールセンター
（☎63・3301）

11月は児童虐待防止推進月間です
●児童虐待防止にご協力お願いします
　児童虐待による死亡事例は年間約50件発生し、およ
そ 1 週間に 1 人の子どもが命を落としているというこ
とになります。痛ましい事件を防ぐためにも、虐待を
発見したり、著しく子どもの様子が変だと感じたら、
子ども未来課まで連絡してください。早期の発見・対
応が子どもたちを守ることにつながります。
●犬山市オレンジリボンキャンペーン
　今年も児童センター等で活動するボランティア団体
の地域活動クラブの人たちにご協力いただき、児童虐
待防止の願いを込めて、オレンジリボンを手作りしま
した。子ども未来課にて配布していますので、身につ
けていただくなど、オレンジリボン普及にご協力をお
願いします（なお、なくなり次第配布終了となります
ので、ご了承ください）。
●児童虐待に関する連絡先（365日24時間対応）
　市では児童虐待に関する通告・相談の窓口を設置し
ています。
　虐待もしくは虐待かもしれない状況を把握した場合
は速やかに下記まで連絡してください。
子ども未来課児童担当　児童虐待に関する直通電話（☎
61・6288）
▼問合せ先　子ども未来課　児童担当（☎44・0322）

犬山市子育て情報

平成28年度放課後児童クラブ入会案内
　児童クラブは、保護者等が仕事などの都合で留守になる家庭の小学生を対象に、小学校の下校後に適切なあそびと生
活の場を与えて健全な育成を図るものです。
　平成28年度の入会を希望される人は、児童クラブ入会申込書に必要事項を記入し、勤務先で証明を受けた後、希望す
る児童クラブの申込先まで提出してください。
　 1 ．入会申込書は各児童館・児童センターにあります。
　 2 ．提出された申込書は児童クラブ入会選考基準に基づき審査し、後日決定通知書を送付します。
　 3 ． 長期学校休業日（春・夏・冬休み）のみ利用の人も、事前の児童クラブ登録が必要です。下記受付期間に申し込

んでください。
▼受付期間　11月 9 日㊊〜12月15日㊋午前 9 時〜午後 6 時
▼対象児童　小学 1 年生〜 6 年生（定員を超える申込があった場合には、 4 年生までを優先利用とします）
▼利用時間　月〜金曜日の下校後から午後 7 時まで
　　　　　　  ※今井は午後 6 時まで。土曜日と学校休業日は、午前 7 時30分から開きます。日曜・祝日・年末年始（12/29

〜 1 / 3 ）は休業。※受付期間以降に提出された場合は入会できない場合もありますので必ず期間内お願い
します。※保護者の就労時間によって第2・第3（城東のみ）クラブの利用になることがあります。

▼利用手数料　 1 か月3,500円
▼開設場所など　

児童クラブ名 開設場所 問合せ先・申込み 該当校区
犬山北児童クラブ
犬山北第2児童クラブ

中央児童館内
福祉会館内

中央児童館
62−8583

犬山北小学校区

犬山西児童クラブ
犬山西第2児童クラブ

犬山西児童センター内
犬山西小学校内

犬山西児童センター
62−3041

犬山西小学校区

犬山南児童クラブ
犬山南第2児童クラブ

犬山南児童センター内
犬山南小学校内

犬山南児童センター
62−4477

犬山南小学校区

城東児童クラブ
城東第2児童クラブ
城東第3児童クラブ
今井児童クラブ

城東児童センター内
城東小学校内プレハブ
塔野地公民館内
今井子ども未来園内

城東児童センター
62−3554

城東小学校区

今井小学校区
楽田児童クラブ
楽田第2児童クラブ

楽田児童センター内
楽田児童センター内

楽田児童センター
68−0519

楽田小学校区

羽黒児童クラブ
羽黒第2児童クラブ

羽黒児童センター内
羽黒小学校内

羽黒児童センター
67−7169

羽黒小学校区

東児童クラブ
池野児童クラブ

東児童センター内
池野小学校内体育館会議室

東児童センター
67−9350

東小学校区
池野小学校区

たんぽぽ相談
　お子さんの発達が気になる、あるいは障害のあるお子
さんの養育・教育で不安のある保護者・教職員は、県立
一宮東特別支援学校のたんぽぽ相談（教育相談）が利用
できます。たんぽぽ相談では、保護者・教職員が抱えて
いる疑問や不安・悩みについて一緒に考えていきます。
事前に電話で予約をしてください。
▼相談料　無料（相談内容については秘密を厳守します）
▼問合せ先　
　県立一宮東特別支援学校　たんぽぽ相談係
　（☎0586・51・5311） 　一宮市丹羽字中山1151番地 1
　予約受付　月〜金曜日（祝日は除く）
　　　　　　午前 9 時〜午後 5 時
　相談時間　火・金曜日（祝日は除く）
　　　　　　午後 1 時〜 4 時

子ども医療費助成（払い戻し）の申請は
出張所でもできます。

▼対象　小学 4 年生から18歳年度末まで
※18歳年度末とは… 18歳に達する日以後の最初の 3

月31日までのお子さま
▼申請　上記対象者の医療費について、医療機関等
の窓口で子ども医療費受給者証を使用せず支払った
自己負担額の払い戻しは、市役所または出張所にて
申請が必要です。（領収書は最大 5 年間有効）
必要書類等、詳細は保険年金課医療担当（☎44・
0328）まで問い合わせてください。

犬山市子育て情報

11月の【子育て支援事業】 各施設で子育て支援事業を実施しています。ぜひご
参加ください。（日程は変更されることもあります）

児童館・児童センター　▼問合せ先　犬山南児童センター（☎62・4477）
事業名 対　象 と　き ところ 内容 11月の行事

子育て広場
「ぽんぽこ」

未就園の乳幼児
（ 0歳から）と保護者

毎週㊊〜㊎
10：00〜15：00
㊗は除く

市内 7か所児童館・
児童センター

体操・手遊び
ふれあい遊び
運動あそび

犬山警察署によるミニ講座
があります。

パパも遊ぼう 未就園の乳幼児と父親
（家族も大歓迎）

11月21日㊏
10：30〜11：30 東児童センター

ふれあい遊び
作って遊ぼう（工作）

※�各児童館・児童センターでも
自由に遊んでいただけます。

子育て支援センター　▼問合せ先　さらさくらつどいの広場（☎63・3817）
事業名 対　象 と　き ところ 内　容

0.1. 2 歳児を持つ
親の勉強部屋

妊婦
0歳児

11月26日㊍
12月 3 日㊍・10日㊍
　　17日㊍・22日㊋
10：00〜11：30

楽田ふれあい
センター

今回は妊婦と 0歳児を持つ親
向けの講習会となります。詳
細はつどいの広場に問い合わ
せてください。

にこにこタイム 未就園の多胎児と保護者 11月 4 日㊌
10：30〜11：30

市民健康館
さら・さくら

交流・情報交換

さくらっこ
ひよこ

6か月〜 1歳未満の
お子さんと保護者

11月13日㊎
10：30〜11：30 歌・体操・ふれあい遊び・お話

さくらっこ
あひる

1歳〜 1歳 6か月の
お子さんと保護者

11月27日㊎
10：30〜11：30

歌・体操・ふれあい遊び・お話
歯磨き講座

わくわくっこ
カンガルー

2歳 7か月〜就園前の
お子さんと保護者

11月19日㊍
10：30〜11：30

絵本（英語・日本語）歌って
踊ろう・ピアノの曲・手遊び

ファミリー・サポート・センター　▼問合せ先　ファミリーサポートセンター（市役所内）（☎63・3818）
事業名 対象 と　き ところ 内　容

ファミリー・
サポート・
センター講習会

ファミリーサポート会員・
子育てに関心のある人

11月 4 日㊌12日㊍18日㊌
10：00〜11：30

市役所・
保健センター

乳幼児の発達や安全・健康につ
いて専門家から講習を受けます。

【相談事業】

子育て
毎日（㊐・㊗除く）　　　 9：00〜17：00　 さら・さくらつどいの広場� 　（☎63・3817）
毎日（㊏・㊐・㊗除く）　 9：00〜17：00　 市子育て支援センター� （☎61・7533）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　城東第 2子育て支援センター� （☎62・5677）

家庭児童 毎日（㊐・㊗除く）　　　 9：00〜16：00　 家庭児童相談室　� （☎62・4300）

利用者支援 毎日（㊏・㊐・㊗除く）　 8：30〜17：00　 子ども未来課� （☎44・0324）
※子育ての情報を提供し、相談・援助などをおこないます。
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新着紹介
（一部）
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● 図書館では家庭で不要になった本を随時受け付けてい
ます。ただし、百科事典・全集・雑誌・ビデオは受け
付けできません。

【一般書】
『秘島図鑑』 清水浩史
『世界の航空機大図鑑』 中川泉訳
『知識ゼロからの日本の戦艦』
 畑野勇

『好印象を与えるママ＆パパの  
子連れマナー』 岩下宣子

『布で作ろう、革で作ろう　わたしのお財布』 
 越膳夕香

『ひとまずがんの治療を終えたあなたへ』
フランシス・グッドハート／ルーシー・アトキンス

『金魚姫』 荻原　浩
『痴者の食卓』 西村賢太
『あたしとあなた』 谷川俊太郎
『花燃ゆ3』 五十嵐佳子
『王とサーカス』 米澤穂信
『人間の分際』 曽野綾子
『イチジクの作業便利帳』 真野隆司
�
【児童書（読み物）】（小学校低学年）
『たのしいムーミン一家』
�
【児童書（読み物）】（小学校中・高学年）
『ちびまる子ちゃんのかけ算わり算』
『14歳からの戦争のリアル』
『声に出して読みたい小中学生にも
わかる日本国憲法』

『闇の炎』
�
【児童書（絵本）】（幼児向け）
『シルヴィーどうぶつえんへいく』
『おぼんぼんぼんぼんおどりの日！』
『ジンベエザメのはこびかた』

●『外務官僚たちの太平洋戦争』（佐藤元英著）

●『日々の光』（ジェイ・ルービン著）

●『魔女バジルとなぞのほうき星』

●『ことらちゃんの冒険』

●
図
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館
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め
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識

『
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
』

　

図
書
館
の
A 

V
（
視
聴
覚
資
料
）
カ
ウ
ン
タ
ー
の
横
に
、「
行
政
資
料
」
の

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

犬
山
市
や
愛
知
県
、
国
と
そ
の
関
係
機
関
が
、
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
作
成
し
た
冊
子
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
議
会

会
議
録
、
歳
入
歳
出
予
算
書
、
決
算
書
な
ど
犬
山
市
に
関
す
る
資
料
や
、
愛

知
県
議
会
議
事
録
、
愛
知
県
地
価
調
査
な
ど
の
件
に
関
す
る
資
料
、
公
示
地

価
な
ど
の
国
の
文
書
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。「
行
政
資
料
」
は
貸
し
出
し
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
館
内
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
今
月
の
一
冊

『
山
び
こ
学
校
』�

（
無
着　

成
恭
編
）

　

戦
後
五
年
、
山
形
県
山
元
村
中
学
校
二
年
生
四
十
三
人
の
作
文
集
。

　

生
徒
の
一
人
で
あ
る
江
口
江
一
は
、
母
の
看
病
と
田
畑
の
仕
事
で
登
校
で

き
な
い
。
毎
日
二
割
近
く
欠
席
す
る
級
友
も
同
じ
状
況
。
江
口
は
、『
日
本
中

の
農
家
が
山
を
耕
し
、
殖
や
し
て
い
け
ば
日
本
は
豊
か
に
な
る
』
と
書
く
。

こ
の
作
文
で
、文
部
大
臣
賞
を
得
た
が
、母
の
死
後
、農
業
は
続
け
ら
れ
な
か
っ

た
。

　

現
在
、
こ
の
村
に
残
る
の
は
、
当
時
学
級
委
員
の
佐
藤
藤
三
郎
だ
け
。
日

本
の
現
実
と
未
来
を
探
っ
た
作
文
集
と
し
て
、
六
十
数
年
後
も
毎
年
、
版
を

重
ね
て
い
る
。�

（
図
書
館
読
書
会
「
藍
の
会
」）

● 
図
書
館
で
は
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
本
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
百
科
事
典
・
全
集
・
雑
誌
・
ビ
デ
オ
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

収穫の秋 土屋慎吾各種相談コーナー（無料）
内　容 と　　き ところ

市 民 毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8時30分〜午後 5時

市役所 1階　市民相談室
下記時間帯は手話通訳が利用できます
㊌㊎午前 8時30分〜午後 4時

行 政 11月27日㊎　午前10時〜午後 3時 市役所 1階　市民相談室

登 記 11月11日㊌　午後 1時〜 3時 市役所 1階　相談室

不 動 産 取 引 11月17日㊋　午後 1時〜 4時 市役所 1階　相談室

行 政 書 士 11月25日㊌　午後 1時30分〜 3時30分 市役所 1階　相談室

弁 護 士による法 律
（要予約）

12月 3 日㊍
※11月 5 日㊍午後 1時から社会福祉協議会で
　予約受付先着 9人（電話受付のみ）

福祉会館相談室（☎62・2508）
　　　　　　　　（☎61・2563）

心 配 ご と 11月 5 日㊍・19日㊍午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

結 婚 毎週土曜日　毎月第 2水曜日
午前 9時〜正午（受付11時30分まで） 福祉会館相談室（☎62・6299）

ボ ラ ン テ ィ ア 毎週月曜日（㊗除く）午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎62・6299）

身 体 障 害 者 11月 4 日㊌　午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

知 的 障 害 者 11月 9 日㊊　午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

発 達 支 援
（要予約）

11月 9 日㊊・19日㊍　午前 9時30分〜正午
※18歳まで 保健センター（☎61・1776）

ポ ル ト ガ ル 語
ス ペ イ ン 語
外 国 人

毎週金曜日　午後 1時〜 4時30分 市役所 1階　相談室

英語・中国語・タガログ語
外 国 人 11月10日㊋　午後 1時〜 4時30分 市役所 2階　202会議室

人 権 11月18日㊌　午後 1時〜 4時 南部公民館会議室 3

青少年の非行・いじめ 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 5時 市役所 3階社会教育課青少年センター
（☎44・0353）

児 童 生 徒 の
不 登 校 相 談 室 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 3時 福祉会館内適応指導教室「ゆう・ゆう」

（☎63・0502）

家 庭 児 童 毎日（㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 4時 福祉会館内家庭児童相談室（☎62・4300）

児 童 虐 待に関する
情 報 提 供

毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8時30分〜午後 5時15分

子ども未来課（☎44・0322）
※電話（☎61・6288）は24時間対応です

ひ と り 親 自 立 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 4時 子ども未来課（☎44・0323）

建築士による住宅相談
（要予約） 予約により決定㊏・㊐・㊗と年末年始は除く 相談者宅など（予約により決定）

予約先：都市計画建築課（電話可☎44・0331）

弁 護 士 に よ る
消 費 生 活 法 律 11月24日㊋　午後 1時〜 4時 市役所 1階　相談室

※予約は商工企業振興課（☎44・0340）

消 費 生 活 毎週月・木曜日（㊗除く）午後 1時〜 5時 市役所 1階　相談室

労 働 11月18日㊌　午後 1時〜 4時 市役所 1階　相談室
※予約は商工企業振興課（☎44・0340）

内 職 毎週火曜日（㊗除く）午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

住宅改善（要予約） 11月12日㊍・26日㊍午前10時〜午後 4時
※虚弱な高齢者と身体障害者が対象

相談者宅
※社会福祉協議会（福祉会館 2階）で予約受付
（☎63・2918）

年 金
毎週火・金曜日（㊗除く）
午前 9時30分〜午後 4時30分
（正午〜午後 1時休憩、　最終受付 4時）

市役所 2階　相談室（保険年金課年金担当で受付）
※�当日先着12人。年金額、加入期間の確認は不可。
※�共済年金加入期間に関することについては相談
や確認ができないことがあります。

一宮年金事務所による
年 金 出 張 相 談

11月26日㊍　午前10時〜午後 3時
（正午〜午後 1時休憩） 市保険年金課年金担当で受付　※当日先着12人

オ ー プ ン 議 長 室
（議会の市政相談）

毎日（㊏・㊐・㊗と議会会期中は除く）
※要予約

市役所 6階　議長室
※予約受付は議事課（☎44・0307）

わ
ァ
！

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が

こ
ん
な
に
！

い
っ
ぱ
い

と
れ
た
ね

二
人
で

せ
っ
せ
と

育
て
た

お
か
げ
ね

…
？

何
し
て

る
の
？

！来
年

お
金
が

い
っ
ぱ
い

と
れ
た
ら

い
い
ね
…

マ
マ
の

好
き
な

う
れ

し
い
？
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来
年
7
月
9
日
に
オ
ー
プ
ン
す

る
新
体
育
館
に
ふ
さ
わ
し
い
愛
称

を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
権
利

（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）
を
取
得

す
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト

ナ
ー
（
命
名
権
を
購
入
す
る
ス
ポ

ン
サ
ー
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
愛
称
は
、
一
般
的
な
呼
称
と
し

て
使
用
し
、
条
例
等
で
定
め
ら
れ

て
い
る
施
設
名
は
変
更
し
ま
せ
ん
。

※
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
よ
る
収

入
は
、
全
額
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

に
積
み
立
て
ま
す
。

▼
募
集
施
設
と
命
名
権
料　

市
体
育
館
／
年
間
1
0
0
万
円
以

上
（
消
費
税
抜
き
）

▼
愛
称
使
用
開
始　

平
成
28
年
4

月
1
日
〜
5
年
間

▼
申
込
み　

11
月
17
日
㊋
〜
25
日

㊌
ま
で
に
募
集
要
項
を
確
認
の

上
、応
募
書
類
を
社
会
教
育
課（
☎

44
・
0
3
5
2
）
へ

◎
体
育
館
を
含
む
羽
黒
中
央
公
園

（
ハ
グ
ス
ポ
）
の
管
理
者
（
指
定

管
理
者
）
は
12
月
上
旬
よ
り
受
付

予
定
で
す
。（
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
公
表
し
ま
す
）

新体育館
ネーミング
ライツ
パートナー
募集

●
自
然
食
の
交
流
と
芋
煮
交
流
会

▼
と
き　

11
月
7
日
㊏
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
2
時
（
小
雨
決
行
）　

▼
と
こ
ろ　

中
舎
自
然
農
園
（
犬

山
病
院
前
）　

▼
参
加
料　

大
人

5
0
0
円
（
環
境
グ
ッ
ズ
付
）、

小
人
1
0
0
円　

▼
問
合
せ
先　

和
田
（
☎
090
・
４
４
3
5
・
４
2

４
5
）

●
見
る　

聞
く　

食
べ
る

　

秋
の
健
康
祭
り

　

犬
山
警
察
に
よ
る
交
通
安
全
講

話
や
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
、

「
予
防
医
学
と
長
生
き
の
秘
訣
」

講
演
、
秋
の
爽
や
か
音
楽
な
ど
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
沢
山
。
健

康
相
談
や
無
料
健
康
測
定
も
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
8
日
㊐
午
前
10
時

〜
午
後
3
時　

▼
と
こ
ろ　

伊
藤

整
形
・
内
科
あ
い
ち
腰
痛
オ
ペ
ク

リ
ニ
ッ
ク
駐
車
場
（
五
郎
丸
上
池

49−

3
）　

▼
問
合
せ
先　

伊
藤

整
形
・
内
科
あ
い
ち
腰
痛
オ
ペ
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
☎
0
5
8
7
・
92
・

3
3
8
8
）

●
H
u
l
a
・
O
h
a
n
a

　

無
料
体
験
参
加
者
大
募
集

▼
と
き　

11
月
10
日
㊋
・
14
日
㊏

午
後
2
時
〜
3
時
（
10
日
は
一
般

女
性
、
14
日
は
キ
ッ
ズ
ま
た
は
親

子
・
一
般
女
性
）　

▼
と
こ
ろ　

城
東
地
区
学
習
等
供
用
施
設
1
階

学
習
室　

▼
対
象　

3
歳
〜
シ
ニ

ア
ま
で
の
女
性　

▼
持
ち
物　

水

筒　

汗
拭
き
タ
オ
ル　

動
き
や
す

い
服
装　

▼
問
合
せ
先　

安
田

（
☎
080
・
5
1
６
3
・
3
8
1
2
）

●
2
0
1
5

　
「
白
帝
フ
ォ
ト
写
真
展
」

▼
と
き　

11
月
10
日
㊋
〜
15
日
㊐

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
初
日
は

正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
4
時

ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

市
立
図
書

館
2
階
展
示
室　

▼
問
合
せ
先　

中
道
（
☎
62
・
４
3
６
5
）

●
障
害
年
金
個
別
無
料
相
談
会

▼
と
き　

11
月
11
日
㊌
午
後
1
時

〜
3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

犬
山

国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ
控

室
2　

▼
対
象　

精
神
・
身
体
障

害
が
あ
る
人
で
65
歳
前
に
初
診
が

あ
り
、
日
常
生
活
や
仕
事
に
支
障

が
出
て
い
る
人　

▼
問
合
せ
先　

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ス
チ
ル
ベ
（
☎
62
・

7
7
7
8
）

● 

第
9
回
オ
カ
リ
ナ
・
フ
ロ
ッ
ク

ス　

コ
ン
サ
ー
ト

▼
と
き　

11
月
12
日
㊍
午
後
2
時　

▼
と
こ
ろ　

南
部
公
民
館
講
堂　

▼
曲
目　

星
に
願
い
を
、昴
、ジ
ュ

ピ
タ
ー
、
糸
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ク
リ

ス
マ
ス
な
ど　

▼
入
場
料　

無
料　

▼
問
合
せ
先　

オ
カ
リ
ナ
・
フ

ロ
ッ
ク
ス
事
務
局　

武
澤
（
☎

62
・
2
４
2
1
）

●
大
島
博
写
真
展

「
私
の
世
界
遺
産
見
て
歩
る
記
」

〜
（
第
6
回
）
東
南
ア
ジ
ア
編
〜

▼
と
き　

11
月
12
日
㊍
〜
22
日
㊐　

▼
と
こ
ろ　

小
弓
の
庄
展
示
室

（
月
曜
休
館
）　

▼
入
場
料　

無

料　

▼
問
合
せ
先　

小
弓
の
庄

（
☎
68
・
3
7
６
7
）

●
犬
山
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
2
0
1
5

　

 

第
19
回
お
も
し
ろ
そ
う
だ
が
や

▼
と
き　

11
月
15
日
㊐
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
（
雨
天
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

魚
屋
町
・
余
遊
亭　

▼
問
合
せ
先　

実
行
委
員
会
（
☎

61
・
0
5
９
1
）

● 

第
10
回
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ　

2
0
1
5　

沖
縄
の
現
在
、歴

史
、文
化
〜
見
て
、聞
い
て
、体
験

し
て
、平
和
を
考
え
よ
う
！
〜

▼
と
き　

11
月
15
日
㊐
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ

デ
4
階
フ
ロ
イ
デ
ホ
ー
ル　

▼
内

容　

踊
り
、
講
演　

▼
入
場
料　

大
人
1
，
0
0
0
円　

高
校
生

5
0
0
円　

中
学
生
以
下
無
料　

障
害
者
無
料　

▼
問
合
せ
先　

犬

山
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

（
☎
62
・
４
1
４
1　

平
日
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
）

●
不
用
品
バ
ン
ク

　

Ｉ
Ｎ
Ｕ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
の
バ
ザ
ー

　

新
品
か
状
態
の
よ
い
衣
類
（
夏

物
を
除
く
）、
タ
オ
ル
類
、
台
所

用
品
、
バ
ッ
グ
な
ど
を
預
か
り
販

売
し
ま
す
。

▼
と
き　

不
用
品
受
付
＝
11
月
16

日
㊊
・
17
日
㊋　

即
売
日
＝
18
日

㊌
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午　

精
算
日
＝
20
日
㊎
午
前
10
時
〜
午

後
3
時　

▼
と
こ
ろ　

清
水
屋
犬

山
店
6
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ
先　

小
林
（
☎
62
・
４

3
0
1
）

※
売
り
上
げ
の
30
％
は
運
営
費
と

し
ま
す
。

●
道
家
夫
婦　

初
め
て
の
写
真
展

▼
と
き　

11
月
18
日
㊌
〜
23
日
㊗

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
初

日
は
午
後
1
時
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
2
時
30
分
ま
で
）　

▼
と
こ

ろ　

南
部
公
民
館
1
階
展
示
室
1　

▼
問
合
せ
先　

道
家
（
☎
68
・
1

3
2
2
）

●
第
11
回
「
笑
む
の
会
」
作
品
展

▼
と
き　

11
月
22
日
㊐
〜
28
日
㊏

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
初
日
は

午
後
1
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

4
時
ま
で　

24
日
㊋
休
館
日
）　

▼
と
こ
ろ　

市
立
図
書
館
2
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
問
合
せ
先　

武

内
（
☎
67
・
0
1
６
5
）

◇　
　

◇　
　

◇

1
月
1
日
号
の
締
め
切
り
は
11
月

16
日
㊊
。
1
月
15
日
号
の
締
め
切

り
は
11
月
27
日
㊎
。

たくろう通信犬
山
市
長

新時代の風�⑦

再
任
用
制
度
っ
て
何
？

　

再
任
用
制
度
と
は
、
60
歳
の
定

年
退
職
に
よ
り
、
一
旦
退
職
し
た

市
職
員
を
、
1
年
以
内
の
任
期
を

定
め
て
、
退
職
後
も
引
き
続
き
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、

原
則
65
歳
に
な
る
年
度
ま
で
の
5

年
（
消
防
職
を
除
く
）
を
限
度
に

更
新
し
、
採
用
し
て
い
ま
す
。
勤

務
日
数
は
原
則
月
15
日
勤
務
で
、

給
与
は
年
間
約
2
3
5
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
参
考
：
パ
ー

ト
賃
金
年
間
約
1
2
5
万
円
）

犬
山
市
の
現
状
は
？

　

前
市
政
ま
で
の
採
用
方
針
は
、

退
職
者
本
人
が
希
望
す
れ
ば
、
原

則
、退
職
者
の
能
力
や
勤
務
状
況
、

各
職
場
で
の
職
務
内
容
に
関
係
な

く
、
配
置
可
能
な
職
場
を
確
保
し

た
上
で
、
す
べ
て
再
任
用
と
い
う

雇
用
形
態
で
採
用
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
の
再
任
用
職
員
は
46
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

他
市
の
現
状
は
？

　

再
任
用
職
員
の
人
数
に
つ

い
て
、
県
内
の
い
く
つ
か
の

市
を
調
べ
て
み
る
と
、
小
牧

市
71
人
、
江
南
市
16
人
、
岩

倉
市
17
人
、
稲
沢
市
18
人
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
他
市
の

人
口
規
模
と
、
再
任
用
職
員
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
小
牧
市
を

除
い
て
、
犬
山
市
の
現
状
は
多
す

ぎ
る
と
考
え
ま
す
。

見
直
し
へ
！

　

退
職
者
の
数
に
合
わ
せ
て
職
場

を
確
保
し
、
希
望
者
を
す
べ
て
再

任
用
と
い
う
雇
用
形
態
で
採
用
す

る
方
針
は
見
直
し
ま
す
。
各
職
場

で
配
置
の
必
要
性
が
あ
る
か
ど
う

か
や
、
た
と
え
必
要
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
職
務
内
容
に
対
し
て
再

任
用
と
い
う
形
態
で
採
用
す
る
こ

と
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま

た
、
退
職
者
の
能
力
や
勤
務
状
態

が
良
好
か
ど
う
か
な
ど
を
考
慮

し
、
現
在
の
再
任
用
職
員
の
約
半

分
程
度
の
雇
用
形
態
を
、
来
年
度

か
ら
見
直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
年
間
約
2
，

0
0
0
万
円
の
人
件
費
削
減
と
な

り
ま
す
。

留
意
す
べ
き
点

　

退
職
者
で
あ
っ
て
も
、在
職
中

の
知
識
・
経
験
や
、
資
格
・
技
術

な
ど
、
能
力
の
あ
る
者
は
、
良
質

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上

で
、必
要
な
人
材
で
す
。
例
え
ば
、

社
会
全
体
で
保
育
士
不
足
が
深
刻

と
な
っ
て
い
る
今
、
保
育
需
要
に

適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
退

職
し
た
保
育
士
を
、
再
任
用
と
し

て
引
き
続
き
採
用
す
る
こ
と
は
、

市
と
し
て
は
不
可
欠
で
す
。
再
任

用
制
度
に
対
し
て
、
国
の
天
下
り

問
題
を
連
想
さ
れ
る
人
も
あ
り
ま

す
が
、中
身
は
全
く
異
な
り
ま
す
。

要
す
る
に
、
良
質
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
必
要
な

人
数
・
人
材
を
、
適
材
適
所
に
配

置
す
る
と
い
う
当
た
り
前
の
人
事

が
重
要
で
す
。

退
職
職
員
の
再
任
用
見
直
し
へ
！

　　　　　　　 高 齢 者 の 総 合 相 談 　　　　　　　
高齢者あんしん相談センター（長寿社会課内）（☎44・0325）

受付時間：午前9時〜午後5時（㊏㊐㊗を除く）
■休日・平日時間外の水道緊急時

連絡先　白山浄水場（☎61・1260）

■休日（昼間）診療
犬山市休日急病診療所（国道41号五郎丸交差点東へ300m）
内科・外科（☎62・8100）
受付時間：午前 8 時30分〜11時30分（診療は午前 9 時から）
　　　　　午後 1 時30分〜 4 時15分（診療は午後 2 時から）

■救急医療の案内
○救急医療情報センター（☎81・1133）
　　24時間365日体制で、電話で医療機関の案内を行っています。
○救急医療情報システム
　　http://www.qq.pref.aichi.jp/（ 5 か国語対応）
　　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。
○小児救急電話相談（☎＃8000か、☎052・962・9900）
　　夜間に医療相談が受けられます。
　　★受付時間／午後 7 時〜翌朝 8 時までの毎日

■休日（夜間）診療
受付時間：午後 5時〜 8時

■休日歯科診療
電話受付時間：午前 9時30分〜11時30分

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）※（所在地）は、市町・大字小字にて表記

と��き 病・医院名 電　話

11月 1 日㊐ 大薮歯科医院�（扶桑・長畑） 0587・93・8118
11月 3 日㊗ 河合歯科医院� （寺畑） 61・1409

11月 8 日㊐ いぬやま歯科医院
� （松本町三丁目） 61・7515

11月15日㊐ 木下歯科�（扶桑・高雄伊勢帰） 0587・93・8161

と��き 病・医院名 電　話

11月 1 日㊐ 宮田医院� （稲葉）
こばやし眼科� （富士見町）

67・5566
62・7278

11月 3 日㊗ 黒川すこやかクリニック� （下大本町）
マザークリニックハピネス�（塔野地）

61・0083
63・4103

11月 8 日㊐ 宮崎整形外科・外科・内科�（蝉屋）
石原外科� （橋爪上）

68・0461
62・2855

11月15日㊐ 犬山駅西病院� （高見町）
宮田眼科� （松本町）

61・2017
61・0200

野
球
で
国
際
交
流

▼

丹羽有
ゆう

我
が

君
　（塔野地）

　

城
東
中
学
校
3
年
の
丹
羽
有
我

君
（
名
古
屋
北
シ
ニ
ア
所
属
・
投

手
）
が
東
海
地
区
シ
ニ
ア
の
選
抜

メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
、
8
月
23
・

24
日
に
台
湾
で
行
わ
れ
た
国
際
親

善
試
合
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

丹
羽
君
は
海
外
の
チ
ー
ム
と
対

戦
が
で
き
、
と
て
も
よ
い
経
験
が

で
き
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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犬山市の人口と世帯
●10月1日現在●
人口� 74,811人
男　　� 37,251人
女　　� 37,560人
世帯　� 30,056世帯

平成27年11月1日号

　
富
岡
の
産
廃
問
題
の

特
集
。

　
地
元
、
業
者
、
市
の

三
者
の
動
き
は
サ
ラ
ッ

と
、
そ
し
て
市
の
条
例

の
内
容
は
詳
し
く
、
と

い
う
文
章
構
成
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
わ
け

は
？

　
一
番
言
い
た
い
こ

と
。
そ
れ
は
当
事
者
だ

け
の
問
題
に
す
る
の
で

な
く
、
市
民
全
員
の
問

題
に
。

　
な
ぜ
な
ら
、
我
々
も

ご
み
を
出
し
続
け
て
い

る
か
ら
で
す
。（
山
）

�

おから海鮮チヂミ

　今月はおからを入れたチヂミを紹介します。チヂミは韓国の家庭料理でお好み焼きの
ようなものです。チヂミにはふつうおからは入れないですが、今回は加えてみました。
おからには女性ホルモンと似た働きをするイソフラボンが多く含まれています。女性は
更年期を迎えると、女性ホルモンが減少し、体調を崩しやすいと言われています。おから、
豆腐、納豆のような大豆製品には、イソフラボンが多く含まれているので女性の健康と
美容に役に立つ食材です。好みでおからの量を増やしたり、豆腐や納豆を入れたイソフ
ラボンたっぷりのアレンジチヂミにもチャレンジしてみてください。

【作り方】
①�にんじん、玉ねぎ、生しいたけは
千切りにし、ニラ、細ねぎは3cm
の長さに切る。
②いかは千切りし、エビは0.5㎝に切
る。
③タレの調味料を混ぜておく。
④�ボウルに薄力粉、塩を合わせて入
れ、水、溶き卵、おからを加え軽
く混ぜ、ベースの生地を作る。
⑤④の生地に①、②を加えて混ぜる。
⑥�フライパンを熱し多めの油を入れ、
⑤の生地を1枚直径15cm程度にな
るように流し入れる。
⑦�焼けたら食べやすい大きさに切り
分けて器に盛り、③のたれを添える。

　チヂミに入っているニラにはビタミンAが豊富です。
ビタミンAには皮膚や粘膜を健康に保つ働きや肌や皮
膚に潤いを与えてくれる働きがあリます。冬に向けて
乾燥しやすい季節になるのでニラを炒め物や鍋料理に
入れて、摂取するようにしてください。

QRコード

栄養価（1枚分）
エネルギー：290kcal、食物繊維：6g
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夕霧秋を包む
� 平成26年第16回犬山観光写真コンテスト　　　　
　　　　　　竹岡正行さん撮影

　霧がかった木曽川と紅葉はまさに幻想的です。

※�広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所秘書企画課及び市内各出張所に
おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。

編
集
後
記

材料（直径15cm× 2枚）
【生地】薄力粉…80g、塩…少々、おから
…50g、水…90ml、卵… 1個
【具材】にんじん…40g、玉ねぎ…40g、
生しいたけ… 1 〜 2枚、ニラ…50g、細ね
ぎ…25g、いか…80g、むきエビ…40g
【タレ】ぽん酢…大さじ 2、ごま油…小さ
じ 1、豆板醤…少量、おろししょうが…少々

名古屋経済大学管理栄養学科
3年　加藤　遥

我が家のお姫様！みんなが
大好きないとちゃん、すく
すく元気に育ってね。

武田　衣
い

都
と

ちゃん
（上野）

平成26年10月 6 日生まれ

はやとの笑顔にいつも癒さ
れます？お兄ちゃんと仲良
くしてね！

横田　隼
はや

士
と

くん
（松本町）

平成26年11月26日生まれ
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